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子ども版「市長と語ろう」を実施しました。
中嶋憲

けん せ い

正市長が鹿北中学校の生徒たちと、意見を交わしました。
3ページに関連記事掲載
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２
月
の
広
報

　今は器楽部の練習を頑張っています。
　ナイチンゲールの本を読んで、看護師の
仕事がすてきだと思い、将来は彼女のよう
な看護師になりたいです。

田代恵
え り か

梨花さん
来民小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QR コード
問総務課情報管理室　☎ 43 ‐ 1117

訂正とおわび
３月１日号の冨丸絢

じゅん

さんは「中富小学校」の誤り
でした。訂正しておわびします。

　山鹿市ではソーシャルメディアを活用した情報発
信を行うため、Facebook( フェイスブック）および
Twitter( ツイッター）による情報発信を行っています。

Facebook
QR コード

山鹿市公式 Facebook
http://www.facebook.com/yamagacity

山鹿市公式 Twitter
https://twitter.com/yamagacity Twitter

QR コード
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子
ど
も
版
【
市
長
と
語
ろ
う
】

子ども版
　【市長と語ろう】の概要
１．目的
　�　将来の山鹿市を担う子ども
たちが、市長と直接に語り合
うことにより市役所を身近に
感じ、市政への関心と市民意
識を高めます。
　�　また、子どもたちから出た
意見や提言については今後の
市政への反映を検討します。
２．実施方法
　�　市長が、実施を希望する学
校を訪問します。（学校行事
に合わせて実施）
３．対象
　�　山鹿市内の中学生が対象。
　�　希望する学校の要請により
実施します。ただし、市長
スケジュールおよび学校の授
業、諸行事などとの調整可能
な範囲で実施します。

市
長
と
中
学
生
の

　
　
　
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

　

12
月
17
日
に
鹿
北
中
学
校
（
山
本

一い
っ
せ
い成
校
長　

生
徒
数
87
人
）
の
生
徒

会
立
会
演
説
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、子
ど
も
版「
市

長
と
語
ろ
う
」
を
実
施
し
、
中
嶋

憲け
ん
せ
い正
市
長
が
、
現
生
徒
会
役
員
と
立

候
補
者
の
生
徒
た
ち
と
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

立
会
演
説
会
で
は
中
嶋
市
長
が

「
選
挙
は
民
主
的
な
社
会
を
作
る
基

本
的
な
こ
と
で
す
。
選
挙
に
出
よ
う

と
手
を
挙
げ
た
皆
さ
ん
に
拍
手
を
送

り
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。
は
っ
き
り

と
し
た
意
思
を
持
ち
、
人
前
で
述
べ

な
が
ら
行
動
し
て
い
く
こ
と
は
、
社

会
を
生
き
て
い
く
上
で
大
切
な
要
素

で
す
。生
徒
会
役
員
に
立
候
補
し
て
、

そ
の
思
い
を
述
べ
る
こ
と
は
非
常
に

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
う

し
、
そ
の
内
容
も
す
ば
ら
し
い
も
の

で
し
た
。
学
校
を
思
う
気
持
ち
が
あ

ふ
れ
て
い
て
、
感
動
し
ま
し
た
」
と

激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
生
徒
会
役
員
と
立
候
補

者
の
生
徒
た
ち
と
の
意
見
交
換
会
で

は
、
生
徒
か
ら
「
市
長
は
何
で
市
長

に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
で
す
か
。
市

長
の
こ
れ
か
ら
の
夢
や
目
標
は
何
で

す
か
」
な
ど
と
質
問
を
受
け
、
中
嶋

市
長
が
「『
当
時
荒
れ
て
い
た
学
校

を
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
』
と
の
強

い
思
い
か
ら
、
旧
鹿
本
町
の
町
長
選

に
立
候
補
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１
市

４
町
が
合
併
し
て
、
新
市
が
発
足
し

た
際
に
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
山
鹿
市

を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
創
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
の
思
い
で
、
市
長

選
に
立
候
補
し
ま
し
た
。
私
の
目
標

は
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
う

『
人
が
輝
き
、
温
も
り
に
満
ち
た
山

鹿
市
』
で
す
」
と
力
強
く
答
え
ま
し

た
。

　

最
後
に
生
徒
を
代
表
し
て
平
井

碧あ
お
いさ
ん
が
「
無
い
も
の
ね
だ
り
で
は

な
く
、
あ
る
物
に
目
を
向
け
て
た
く

さ
ん
い
い
物
見
つ
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
苦
は
美
な
り
、
苦
は

宝
な
り
を
座
右
の
銘
に
し
た
い
で

す
」。
村
木
洸こ

う
し
ん心
さ
ん
が
「
市
政
の

方
針
は
愛
だ
と
聞
い
て
、
生
ま
れ

育
っ
た
鹿
北
を
こ
れ
か
ら
も
愛
し
て

い
き
、
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
苦
し
い

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
苦
は

美
な
り
、
苦
は
宝
な
り
を
忘
れ
ず
に

苦
し
い
こ
と
か
ら
逃
げ
ず
に
乗
り
越

え
て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

真剣な表情で中嶋市長の話に耳を傾ける生徒たち

生徒を代表して中嶋市長に思いを話す
平井さん（中央）と村木さん（左）

中嶋市長と意見を交わした生徒たち
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…山鹿税務署　☎ 44‐ 2181
　市役所税務課市民税係　☎ 43‐ 1120

問

　あなたは申告が必要？不要？このチャートはあくまでも目安です。詳しくはお問い合わせください

その収入が、事業 (営業・
農業）などや不動産・譲渡・
一時などである人

その収入が、遺族年金や
障害者年金などの非課税
となる収入である人

収入が公的年金のみで、
収入額が 148 万円以下
で 65歳以上の人（65歳
未満の人は98万円以下）

その収入は、給与収入の
みで、勤務先から市役所
への給与支払報告書の提
出が済んでいる人

平成26年中は山鹿市在住のご家族
の扶養（税務上）に入っていましたか？

平成 26 年中に何らかの収入
がありましたか？

平成27年１月１日現在山鹿市
に居住していましたか？

市県民税の申告が必要です

※�家族の扶養（税務上）に
入っている人は、申告は
不要です

原則申告は不要ですが次に該当する人は申告が必要です
・各種の所得控除を追加する人
・�２か所以上からの給与の支払いを受けた人や平成 26年
の途中で退職した人で年末調整がまだの人
※�所得税の確定申告をする人は、市県民税の申告は不要
です

市県民税の申告が必要です

※�所得税の確定申告をする
人は、市県民税の申告は
不要です

申告は不要です

山鹿市での申告は不要です
※ �1 月 1 日にお住まい（だった）の市
町村にご相談ください

・�国民健康保険税等の軽減判定および臨
時福祉給付金の要件判定などのため申
告が必要です
・�所得証明などが必要な人は申告が必要
です

はい

はい

いいえ

いいえ
はい いいえ

所得税の還付申告について
①�平成 26 年中に中途退職した給与所得者で、源泉徴
収税を納め過ぎている人

②�年末調整が済んでいて、各種所得控除や税額控除を
追加する人

【山鹿市役所での受付】※還付申告のみ受け付けます
◦期間　２月２日㈪～２月13日㈮　（土日・祝日を除く）
◦時間　午前９時～ 11時 30 分
　　　　午後１時～４時
◦会場　市役所１階 101 会議室（税務課横）
※�旧庁舎解体作業中のため、駐車場が不足しています。
駐車場は、新庁舎前・後または鹿本地域振興局をご
利用ください。

　公的年金等の収入金額の合計額が 400 万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が
20 万円以下である場合には、所得税および復興特別所得税について確定申告をする必要はありません。
　ただし、この場合であっても
①所得税の還付を受けるためには、確定申告書を提出する必要があります。
②�所得税の確定申告書の提出を必要としない場合でも、市県民税の申告は必要ですので、市の申告会場
へお越しください。

公的年金収入のある人の確定申告について

【山鹿税務署の相談会場】
◦期間　２月16日㈪～３月16日㈪　（土日を除く）
◦時間　午前９時～午後４時
◦会場　山鹿税務署（山鹿 970 番地　山鹿合同庁舎３
　　　　階会議室）※平成25年12月に移転しています。

申告に必要な書類など
①�市役所から配布した市県民税申告書または、税務署
から送付された確定申告書

②収支内訳書（事業所得がある人）
③印鑑
④公的年金・ 給与所得などがある人は、源泉徴収票
⑤�医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、
保険などで補てんされる金額の明細書。おむつ代は、
医師の証明書（２年目からは長寿支援課の証明書で可）

⑥�国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・国民年金・
介護保険料・農業者年金などの社会保険料控除があ
る人は、保険料の領収書または払込証明書

⑦�生命保険料控除や地震保険料控除がある人は、支払
保険料の証明書

⑧�住宅借入金（取得）等特別控除を受ける人は、登記
簿謄本または抄本、住民票の写し、売買契約書の写
しまたは工事請負契約書の写し、住宅取得資金に係
る借入金の年末残高証明書など

確定申告・市県民税申告
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◎山鹿会場
　�　新庁舎は駐車場不足のため、昨年に引き続き山鹿市総合体育館（カルチャースポーツセンター内）
で行います。

【受付時間】午前９時〜 11時 30分　午後１時〜４時

　平成 27 年度（平成 26 年分収入に対する）申告を、下記の日程で行います。申告の際は、期日と会場を確認
してお越しください。指定の日に都合が悪い場合は、どの会場でも申告できます。午前中は大変混雑しますので、
待ち時間が長くなる場合があります。

申告会場（山鹿・鹿北・鹿本地域）について

月日 ･曜 対　象　地　区 会場

2/16 ㈪ 荒平・田中・原・本多久・金原・入道・
茂田井

鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

2/17 ㈫ 小川内・後川内・市木・下村・南松尾・
須屋・星原・麻生・皆瀬・柿原・鹿北福原

2/18 ㈬ 下中・上中・竹の谷・男岳・柚の木谷・
中津川・底野・三楠・田渕

2/19 ㈭ 高井川・東栗瀬・西栗瀬・陣内・宮迫・
弁天・尾谷・柏ノ木・東野

2/20 ㈮ 才野・幸ケ丘・細永・川原谷・釘の花・
山下・堂原・中間

2/23 ㈪ 浦方・桑原・枝川内・迫

2/24 ㈫ 内田校区　１～５区

菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

2/25 ㈬ 内田校区　６～９区

2/26 ㈭ 上本分・下本分・黒蛭・米原・立徳・木山

2/27 ㈮ 横枕・道場・大林・池田・永山・酒造野・
宮原・阿佐古

3/2 ㈪ 川西・島田・山の井・日渡・日渡団地・
みどり団地

3/3 ㈫ 下永野１区・２区・下組・上組・菊鹿五郎丸

3/4 ㈬ 太田・川原・長谷川・長谷

3/5 ㈭
辺田目・裏方・笹本・今古閑・良福寺・
新屋敷・上中町・来民中町・下中町・
来民下町

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
（
ひ
だ
ま
り
）
２
階

3/6 ㈮ 大正町・御宇田・南古閑・原部

3/9 ㈪ 坂東・駅通・下高橋・小嶋

3/10 ㈫ 高橋・津袋

3/11 ㈬ 庄・石渕

3/12 ㈭ 梶屋・下梶屋・中富・川北

3/13 ㈮ 川南・分田・中分田・下分田・小柳

3/16 ㈪ 予備日

月日 ･曜 対　象　地　区 会場
2/16 ㈪ 霜野・仁王堂・北谷・梅木谷 鹿

央
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階

2/17 ㈫ 姫井・大浦・中浦・姫井団地・郷原・岩倉・
一里木団地

2/18 ㈬ 米野・堂米野・下米野・上岩原・岩原・春間

2/19 ㈭ 水原・元広・上広・下原・持松東・持松西

2/20 ㈮ 奥永・上久野・久野・宮・下千田・上千田

2/23 ㈪ 川辺校区　1区～12区

山
鹿
市
総
合
体
育
館
（
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）
１
階
会
議
室

2/24 ㈫ 平小城校区　１区～15区

2/25 ㈬ 蒲生・山鹿福原・霊仙・八ノ峰5-1・
涌尾5-2・山鹿五郎丸・久原団地

2/26 ㈭ 堀内深倉7-1・犬塚7-2・今田・上吉田（９・
10）・白坂・中小坂・下小坂

2/27 ㈮ 今寺・仲間・下宮・中津留・小鳥町・
寺島・津留団地

3/2 ㈪  村熊入・熊入（下4-1・上4-2）・石（５・６）

3/3 ㈫ 名塚・下吉田2-1・宮苑2-2・杉・日輪台

3/4 ㈬ 坂田・小原・長坂・志々岐（14・15・16）

3/5 ㈭ 上ノ丁・本村・内曲・中ノ丁・橋場

3/6 ㈮ 藤井（1・2）・日置・馬見塚・方保田・日ノ出

3/9 ㈪ 白石十三部（１～５）・古閑

3/10 ㈫ 中（1・2）・鹿校通（1丁目～4丁目）

3/11 ㈬
宗方南1-1・宗方北1-2・山鹿下町・
山鹿中町・上市町・南本町・栄町・
温泉通・花見坂・大宮通・上広町

3/12 ㈭
九日町・日吉町・堀明町・上町・北町・
松坂町・西上町・東通町・天神町・
温泉プラザ・広町

3/13 ㈮ 明治町・栗林・桜町（中・西）・原町・泉町・
新町・大宮町

3/16 ㈪ 予備日

　申告日程・会場

◎鹿北会場
　　鹿北市民センター１階から２階（生涯学習室）に変更します。

　対象地域の皆さんは、お間違いのないようお願いします。

◎鹿本会場
　　ひだまりの改修工事完了に伴い、鹿本体育館から鹿本市民センター（ひだまり）２階に変更します。
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【助成対象者】
　�　35 歳から 74 歳まで（昭和 16 年 4 月 2 日
から昭和 56 年 4 月 1 日生まれ）で下記の条
件を満たす人
　１　�申込日・受検日ともに山鹿市国民健康保

険に加入している人
　２　国民健康保険税を完納している世帯の人
　３　�人間ドック受検後、市の保健師や栄養士

の保健指導を受けることができる人
【募集期間】
　2月 16 日㈪から 27 日㈮まで
　午前 8時 30 分から午後 5時
　　　　　　　　（土日・祝日を除く）
　※定員になり次第受け付けを終了します。
【受付場所】
　山鹿市役所　国保年金課（2/16 は１階会議室）
　各市民センター　市民係
【申込時に持ってくるもの】
　国民健康保険証 　世帯主の印鑑

【募集人数】
　1,000 人程度
　※�予算額を超える申し込みがあった場合は、
募集期間中であっても締め切ることがあり
ます。ご了承ください。

【検査機関】
　山鹿市民医療センター　ほか
　（検査機関名簿は受付時に配布します）
【受検期間】
　平成 27 年４月から平成 27 年 11 月末まで
【検査費用】
　�契約にない検査項目（オプション）は全額自
己負担になります。

※検査機関やコースによって費用が異なります
平成 27年度から助成金額が変わります。
詳しくは下記をご覧ください。

山鹿市国民健康保険に加入している35歳から74歳の皆さんへ

注意）人間ドックを受ける人は、特定健診を受けることができません。

問い合わせ先…国保年金課　☎４３‐１５２７

国保人間ドック

人間ドック助成の金額が変わります
　山鹿市の国保財政状況は大変厳しく、現在、歳入歳出両面での事業見直しを行っています。
　平成 27 年度の国保人間ドック助成では、以下のとおり見直すことと決定しましたので、ご
理解をお願いします。

助成割合・費用 平成 26年度まで 平成 27年度から

コース
１日コース

ドック費用の５割

ドック費用の４割
※ただし、上限額20,000円

２日コース ドック費用の４割
※ただし、上限額25,000円

【人間ドックの助成例】
１日コースの費用が 45,000 円の場合　　４割分…18,000 円　　助成額…18,000 円
２日コースの費用が 65,000 円の場合　　４割分…26,000 円　　助成額…25,000 円

◆�人間ドックを受けない人は山鹿市で行っている各種がん検診や国保特定健診をぜひ受けてい
ただくようお願いします。
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各種健診の受診希望調
査票を送付しています
　平成 27 年度に実施する各種健診（がん検診や国保特
定健診）の調査票を、山鹿市に住所がある 19 歳以上の
人全員に送付しています。ご記入のうえ 2月 27 日㈮ま
でに返信願います。
　自分のため、家族のためにも 1年に１回は健診を受
けて、健康管理に役立ててください。

国保特定健診のお知らせ
山鹿市国民健康保険に加入している皆さんへ

　糖尿病・高血圧・脂質異常症などの生活習慣病は、ほとんど自覚症状がないままに進行してしまい
ます。症状が出る頃には悪化していて、さらに放置しておくと心筋梗

こ う そ く

塞や脳梗塞、慢性腎不全など命
に関わる重大な病気を起こす可能性が高くなります。そのような状態にならないために、自分の身体
の状態を理解し、生活習慣の改善に向けて取り組むために、まず特定健診を受けましょう。

★ 52歳で脳梗塞になったAさんの事例★

　国民健康保険加入中の 40 歳～ 74 歳の皆さんへ 5月下旬に特定健診受診券を送付しますので、集団
健診（6月～ 8月）か個別医療機関健診（6月～ 9月）を受けてください。山鹿市では国民健康保険に
加入の 19 歳～ 39 歳の皆さんも特定健診を受診することができます。送付している「各種健診の希望
調査票」に記入して、返信してください。

年齢 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52

健
診
の
結
果

脳  

梗  

塞

高尿酸

高血圧

高 LDL※1

低 HDL※2

高中性脂肪

内臓脂肪（肥満）

自覚症状はありません

血管を傷める要因

血管が破れる要因

血管がつまる要因

★特定健診から始めよう★

★特定健診の受け方★

Aさんの話しから
　�「自覚症状がなかったし、自分は若いから大丈夫という自信があった。身体の状態がもっと早く分かっ
ていたら…。今思うと、自覚症状がないからこそ健診結果を理解して予防することが大切だった」

※�皆さんも自覚症状で健康かどうか判断をしていませんか。Aさんのようにならないように、健診を受
けて健康状態を把握しましょう。

問い合わせ先…健康増進課　☎４３‐００５０

※１　ＬＤＬ…低比重リボタンパク　悪玉コレステロールとも言われる
※２　ＨＤＬ…高比重リボタンパク　善玉コレステロールとも言われる
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街角ぐるっとナビ 身近な話題、情報をお寄せください！
秘書企画課秘書係　☎４３‐１１１０

温泉の恵みに感謝の祈りを捧げる
…温泉復活感謝祭　　　　　　　　　　　　　　　　　12 月 20 日

　薬師堂で、関係者
約 20 人が温泉の恵み
に感謝して祈りを捧げま
した。突然枯れてしまっ
た温泉が金剛乗寺の
宥
ゆう め い

明法印の祈願で復
活したとされる日に毎
年行われています。薬
師堂前では参拝者に
甘酒の振る舞いもありま
した。

家畜やペットの健康を願って
…ガランザサ祭り　　　　　　　　　　　　　　　　　　１月６日
　熊入町の若宮神社で、
「ガランザサ祭り」があ
り、参拝者はペットの無
病息災を祈りおはらい
を受けました。以前は九
州各地から農耕馬の健
康祈願に訪れていたと
いう歴史のある祭りで
す。現在は犬や猫などの
ペットやトラクターがおは
らいを受けています。

　方保田菊池川河川敷で「どんどや」と「第３回菊
池川ウォーク」が行われました。
　無病息災・五穀豊穣を願って２基の大きなどんど
やに点火され、青竹のはじける音と同時に大きな炎
が燃え上がると、集まった約500 人の地域の人が大
きな歓声を上げました。
　どんどやの後の第３回菊池川ウォークは、穏やかな
天候にも恵まれ、３kmと５kmのコースに分かれて菊
池川沿いの堤防を歩きました。幼児から高齢の人ま
で約120 人が参加し、新春の菊池川を眺め、心地よ
い汗を流しながら交流を深めました。

どんどやにたくさんの人が集まりました

元気で楽しい生きがいづくり
…山鹿市大道地区地域づくり事業      １月 10日

箏
こと

を演奏する小
しょうじなが

路永さん親子

ミニコンサートなどを開催してみませんか
…市庁舎で箏

こと

ミニライブ　     　　　  　　   １月７日
　市では、市民の文化活動や交流の場として、コンサート
などを開催する団体や個人に、市庁舎の一部を提供してい
ます。
　初回公演は、１階エントランスホールで小

しょ う じ な が

路永こずえさん、
和
か ず な

奈さん親子による「箏
こと

ミニライブ」を開催しました。「山鹿
のピアノ」など数曲を演奏し、ライブを鑑賞した人は箏の優
しい音色に酔いしれました。
　１階エントランスホールのほかに、２階エントランスと屋上
庭園も利用できます。詳しくはお問い合わせください。

日時　毎月 第２週（月〜金曜日の指定する日）
　　　①正午〜午後１時　②午後５時〜午後６時

場所　１階エントランスホール（階段含む）、
　　　２階エントランス、２階屋上庭園

内容　・楽器や合唱などのコンサート
　　　・野点などの文化活動　など

要件　・営利目的でないこと。
　　　・開催に必要な経費は申請者の負担とします。
　　　・光熱水費やマイクなどの使用料は無料です。
　　　・�行政施設内のため、内容、音量、設備など

に制限があります。

申し込み方法　
　　　・�使用を希望する月の３カ月前から前月 20

日までに申し込んでください。
　　　・出演人数はおおむね 10 人以内とします。

問い合わせ先…財務課　☎43－1119

市庁舎利用案内
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績
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▪
鹿
央

杉
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井
手　

英
治

船
津　
　

昇

受
章
者(

敬
称
略)

熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

１
月
11
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
山
鹿
市
消
防

団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

に
は
、
20
分
団
約
１
、４
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
米
田
保
育
園
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
が
通
常
点
検
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
立
派
な
は
し
ご
登
り
も
披
露

し
、
出
席
し
た
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

　

若
杉
俊と

し
ひ
で英

団
長
は
「
私
た
ち
消
防

団
は
地
域
防
災
の
要
で
あ
り
、
先
輩

か
ら
受
け
継
い
だ
〝
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
〟
と
い
う
強

い
気
持
ち
で
、
住
民
の
方
々
と
連
携

を
図
り
、
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
郷

土
の
安
全
と
繁
栄
の
た
め
、
よ
り
一

層
精
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訓

辞
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
後
、
菊
池
川
河
川
敷
で
一
斉
放

水
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
が
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。

消
防
団
出
初
式

１３ ２

４５

６

１．４通常点検とはしご登り
を披露する米田保育園幼年
消防クラブ ２分列行進 ３訓
辞を行う若杉俊

と し ひ で

英団長 ５団
員宣誓を行う第 19 分団黒
田和

か ず ひ で

秀分団長 ６菊池川河川
敷で行われた一斉放水
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大
人
社
会
へ
の
仲
間
入
り

　

１
月
12
日
に
平
成
27
年
山
鹿
市

成
人
式
が
山
鹿
市
総
合
体
育
館
で

開
か
れ
、
４
８
３
人
（
男
人
、女
人
）

が
成
人
を
迎
え
、ス
ー
ツ
や
艶
や
か
な

晴
れ
着
姿
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

が
大
人
への
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
同
窓
生
と
の
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
歓
声
が
上
が
り
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

成
人
式
実
行
委
員
会
か
ら
一
言

　

今
回
、
人
生
の
大
き
な
節
目

で
あ
る
成
人
式
に
実
行
委

員
と
し
て
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
は
じ
め
は
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
無
事
に

式
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
た
ち
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
方
々

や
ふ
る
さ
と
山
鹿
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
成
人
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
何
事
に

も
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。実

行
委
員
会
一
同

山
鹿
市
成
人
式

平
成
27
年

大
人
社
会
へ
の
仲
間
入
り

　
１
月
12
日
に
平
成
27
年
山
鹿
市
成

人
式
が
山
鹿
市
総
合
体
育
館
で
開
か

れ
、
４
８
３
人
（
男
２
３
２
人
、
女

２
５
１
人
）
が
成
人
を
迎
え
、
真
新

し
い
ス
ー
ツ
や
艶
や
か
な
晴
れ
着
に
身

を
包
ん
だ
新
成
人
が
大
人
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
出
席
者
全
員
の
国
歌
斉

唱
で
始
ま
り
、
新
成
人
代
表
の
川
上

康こ
う
た
ろ
う

太
朗
さ
ん
と
浦
田
亜あ

り

さ

里
紗
さ
ん
が

「
今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
、

家
族
、
恩
師
の
方
々
、
友
人
、
そ
し

て
こ
の
式
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
山

鹿
市
の
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
の
み
な
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
成
人
と
し
て
の
決
意
を
持
っ

て
日
々
精
進
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
成
人
の
誓
い
を
力
強
く
述
べ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
同
窓
生
と
の
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
歓
声
が
上
が
り
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
生
の
時
に
二
十
歳
の

自
分
に
宛
て
た
手
紙
と
、
保
護
者
が

二
十
歳
に
な
っ
た

息
子
・
娘
へ
宛
て

た
手
紙
が
配
ら
れ

る
場
面
も
あ
り
、

当
時
の
懐
か
し
い

思
い
出
を
語
り

合
っ
て
い
ま
し
た
。
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問…環境課　☎43-7211

環境だより環境だより

野
外
焼
却
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　「ごみを燃やしていてにおいがする」「煙で窓が開けられない」「洗濯物が汚れた」な
どの苦情が寄せられています。
　ごみを野外で焼却することは、一部の例外を除いて法律で禁止されています。
　また、例外とされている「たき火などの軽微な焼却」であっても、周辺住民から煙害
による苦情が生じる場合は、例外から除かれますのでご注意ください。
　特に、ビニールやプラスチックなどの野外焼却は、ダイオキシンをはじめとした有害物
質を発生させる恐れがあります。ごみは燃やさずに、必ず収集所へ出しましょう。

野外焼却禁止の罰則の例外規定
　次に挙げるもので、公益上もしくは社会の習慣上やむを得ない廃棄物の焼却ま
たは周辺地域の生活環境に与える影響が軽微である場合に限られています。
（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第 14条）

1 国または地方公共団体がその施設の管理を行うた
めに必要な廃棄物の焼却

河川敷の草焼き
道路側の草焼き　など

2 震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害予防、応
急対策または復旧のために必要な廃棄物の焼却

災害時の応急対策　など

3 風俗習慣上または宗教上の行事を行うために必要
な廃棄物の焼却

正月の「しめ縄等」を焚く行
事　など

4 農業、林業または漁業を営むためにやむを得ない
ものとして行われる焼却

焼き畑　魚網にかかったご
みの焼却　など

5 たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃
棄物の焼却であって軽微なもの

落ち葉焚き
キャンプファイヤー　など

家庭ごみの排出時間は、守られていますか？
　「燃やすごみ」「埋立ごみ」「資源ごみ」「粗大ごみ」は、午前８時 30 分から収集
を開始しています。指定された収集日の午前８時 30分までに収集所に出してくださ
い。遅れて出された場合は、収集できないこともあります。
　ただし、地区により別途排出時間を定められている場合がありますので、収集所の
管理者（区長など）に確認し、必ず地区の排出時間を守るようにお願いします。
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“笑顔”の魔法
熊本県市町村広報担当者による合同特集

　
熊
本
県
の
高
齢
化
率
は
27
・
２
㌫

（
平
成
25
年
度
調
べ
）。
全
国
平
均
の

24
㌫
を
超
え
て
い
ま
す
。
県
の
平
均

寿
命
と
１
０
０
歳
以
上
の
人
の
割
合

は
ど
ち
ら
も
全
国
10
位
内
。
ま
さ
に

熊
本
は
長
寿
の
県
で
す
。

　
高
齢
者
の
孤
独
死
や
介
護
負
担
の

増
加
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
深
刻
な

問
題
で
す
。
高
齢
社
会
を
支
え
る
人

へ
の
環
境
づ
く
り
も
大
切
で
す
が
、

高
齢
者
自
身
が
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

も
必
要
で
す
。
高
齢
者
が
元
気
に
暮

ら
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
は

｢

生
き
が
い｣

で
す
。

　
日
本
で
は
、医
療
や
食
べ
物
が
充

実
し
て
き
た
こ
と
で
平
均
寿
命
が

延
び
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

熊
本
県
も
同
じ
状
況
で
す
。

　
高
齢
化
社
会
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、平
均
寿
命
だ
け
で
な
く
、高

齢
者
が
元
気
に
日
常
生
活
を
送
れ

る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大

切
で
す
。｢

生
き
が
い｣

に
は
健
康

寿
命
を
延
ば
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
者
が
健
康
に
暮
ら
す
こ
と

で
、本
人
の
認
知
症
や
要
介
護
状

態
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、介
護
を
す
る
人
の

負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

熊
本
学
園
大
学 

社
会
福
祉
学
部

  

　
　
和わ

だ田 

要か
な
め 

学
部
長
（
62
）

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す

　

              「
生
き
が
い
」

進
む
県
内
の
高
齢
化

5％

10％

15％

20％

25％

30％

35％

10 万人

20万人

30万人

40万人

50万人

60万人

15.4%

18.3%

21.3%
23.7%

25.6%

28.9%
31.6%

33.3%

28.4
万人

34.1
万人

39.6
万人

43.7
万人

46.3
万人

51.3
万人

54.5
万人

55.4
万人

H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37

●熊本県内の65 歳以上の人口と割合
　（出典：熊本県推計人口調査）

合 同
特 集

「退職して良かったと思えたのは 1 カ月だけ」。こん
な声を聞いたことはありませんか。長年続けて来た
仕事を引退したあと、日常に物足りなさを感じる人
も少なくありません。老後の暮らしを充実させるた
めに自分の『生きがい』について考えてみませんか。
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チャーリー永谷さん（78）

熊本市在住の歌手でカントリー
ミュージックの第一人者。1989
年から南阿蘇村の巨大野外ス
テージ「アスペクタ」で、国内最
大のカントリーミュージックの祭
典「カントリーゴールド」を主催。

20
歳
の
誕
生
日
に
仲
間
が
演

奏
し
て
く
れ
た
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
演
奏
を
聞
い
た
瞬
間
、
私
は

大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。｢
こ

の
音
楽
が
し
た
い｣

。
そ
の
思
い
だ

け
で
大
学
を
辞
め
、
カ
ン
ト
リ
ー
歌

手
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

　
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
は
今
回
で

26
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
毎
年
フ
ァ
ン
と
元
気
に
会

え
る
こ
と
を
喜
び
合
い
、
最
後
に
は

来
年
の
再
会
を
約
束
し
て
別
れ
ま

す
。私
に
と
っ
て
は
出
会
い
が
一
番
。

人
と
の
ふ
れ
あ
い
で
つ
な
が
り
を
広

げ
る
こ
と
が
、
音
楽
と
同
じ
く
ら
い

楽
し
み
で
す
。

参
加
者
に
は｢

カ
ン
ト
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
は
、
年
に
１
度
遠

く
離
れ
た
家
族
が
集
ま
る
日
に
な
っ

て
い
る｣
と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

ま
す
し
、
北
海
道
か
ら
車
で
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
人
に
イ
ベ
ン
ト
の

継
続
を
願
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
私
が
元
気
で
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
待
っ
て
く
れ
て
い
る
フ
ァ

ン
の
た
め
に
も
、
病
気
や
怪
我
を
し

な
い
と
思
う
気
持
ち
が
私
の
元
気
の

秘
訣
で
す
。

い
ま
は
カ
ン
ト
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド

30
回
目
の
開
催
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
音
楽
で
た
く
さ

ん
の
人
と
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し

た
。
人
生
の
早
い
時
期
か
ら
カ
ン
ト

リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

音
楽
で
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

元
気
は
音
楽
と
人
か
ら

音楽を聞き、踊ることが
私の生きがいです。老人
ホームなどで踊りを披露
しています。皆さんが喜
んでくれることがうれし
いです。何でもいいので、
年をとっても趣味を持つ
ことは大切です。 川

かわしま

嶋 捷
としのり

功さん (74)

カントリーミュージックが
大好きです。カントリー
ミュージックでは、知ら
ない人でもすぐ友だちに
なれます。音楽を通して、
人と関わることができる
ので、健康でいられるの
だと思います。 河

こ う ち

内 信
のぶゆき

行さん (71)

　
自
分
の
能
力
を
高
め
た
い
。
だ
れ

か
に
喜
ん
で
ほ
し
い
。
つ
な
が
り
を

作
り
た
い
。
ど
ん
な
目
的
か
ら
も
生

き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
新
し
く
生
き
が
い
を
見
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
知
識
や
技
術

を
地
域
や
人
に
伝
え
る
こ
と
も
生
き

が
い
で
す
。

　
大
切
な
の
は
一
生
懸
命
に
な
る
こ

と
。
生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
で
あ
な

た
は
も
っ
と
輝
き
ま
す
。
あ
な
た
の

｢

い
き
い
き｣

は
家
族
や
地
域
の
人

に
も
伝
わ
り
、
み
ん
な
を｢

い
き
い

き｣

さ
せ
ま
す
。
生
き
が
い
は
み
ん

な
を
笑
顔
に
す
る
魔
法
で
す
。

　

熊本県市町村広報担当者による合同特集 ― ” 笑顔 ” の魔法 ―

interview

◎ Profile（チャーリー ながたに）

私の『生きがい』ファンに聞く

私の
生きがい

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
た
め
に

　
　

あ
な
た
の
魔
法
は

誰
を
笑
顔
に
し
ま
す
か
？
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場広の ●�みんなの広場に掲載を希望する人は、原稿や写真を山鹿市役所秘書企画課まで郵送ま
たは持参してください。
●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時　

２
月
３
日
㈫　

午
後
７
時

◦
場
所　

夢
想
庵

◦�

内
容　

義
士
ま
つ
り
前
夜
祭
「
忠

臣
蔵
で
ご
ざ
る
」

◦�

講
師　

全
国
義
士
会
連
合
会
理
事

宮
川
政ま

さ
し士
さ
ん

◦
会
費　

５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　

葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
２
２
１
１

さ
く
ら
湯「
お
も
て
な
し
朝
市
」

や
ま
が
も
て
○ま

る

マ
ー
ケ
ッ
ト

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時　

２
月
８
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所　

さ
く
ら
湯
前
広
場

◦�

内
容　

野
菜
や
手
作
り
品
、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
！

菊
鹿
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

山
鹿
市
唯
一

の
小
学
生
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
で
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
興
味
が
あ

る
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
や
っ
て
み

た
い
小
学
生
を
募
集
中
で
す
。
小
学

校
１
年
生
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。
見

学
も
大
歓
迎
で
す
！

◦�

日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
半
〜
９
時
半

◦�

場
所　

菊
鹿
多
目
的
研
修
集
会
施

設
◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
４
５
１
８
‐
３
１
４
０

（
石
阪
）

鹿
高
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会鹿本

高
校

　

鹿
本
高
校
生
が
自
ら
の
体
力
・
精

神
力
の
限
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
長

距
離
走
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
コ
ー

ス
近
隣
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
声
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

◦�

日
時　

２
月
７
日
㈯（
雨
天
中
止
）

子
ど
も
の
笑
顔
で
ぽ
っ
か
ぽ
か

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦�

日
時
・
内
容

　
２
月
８
日
㈰
午
前
10
時
〜
10
時
半

　
「
山
鹿
中
学
校
太
鼓
部
」

　

�

２
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜
10
時
半

「
子
ど
も
・
若
人
三
味
線
」

◦
場
所　
さ
く
ら
湯

◦�

参
加
費　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

図
書
フ
ェ
ス
タ「
お
は
な
し
会
」

「
座
・
ま
り
あ
」
人
形
劇

や
ま
が
図
書
館
友
の
会

◦�

日
時　

２
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

◦�

場
所　

ひ
だ
ま
り

◦�

参
加
費　

無
料

◦�

内
容　
菊
池
市
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

「
座
・
ま
り
あ
」
さ
ん
の
人
形
劇

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
４
９
９
５
‐
６
７
８
７

（
吉
田
）

布
遊
び
・
糸
遊
び
展

〜
下
げ
も
ん
ひ
な
祭
り

in
Ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
〜

　

初
節
句
の
ひ
な
祝
い
、幸
せ
な
成
長

を
願
っ
て
一
針
一
針
縫
っ
て
飾
り
ま
し

た
。

◦
期
間　

２
月
11
日
㈷
〜
14
日
㈯

ブ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
で
バ
レ
ン

タ
イ
ン
ア
レ
ン
ジ
を
作
ろ
う
！

温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿 

組
合
事
務
局

　

な
が
く
楽
し
め
る
ブ
リ
ザ
ー
ド
フ

ラ
ワ
ー
で
か
わ
い
い
ア
レ
ン
ジ
を
作

り
ま
す
。

◦
日
時　

２
月
７
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

◦
場
所　

温
泉
プ
ラ
ザ
山
鹿

　
　
　
　

３
階
イ
ベ
ン
ト
広
場

◦�

参
加
費　

１
、５
０
０
円

◦�

定
員　

20
人
程
度

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
４
７
５
９

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
講
座
募
集

鹿
本
地
区
公
民
館

　

鹿
本
地
区
公
民
館
で
は
ノ
ル
ディ
ッ

ク･

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
講
座
を
通
し
て
、

鹿
本
地
区
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
と

と
も
に
、受
講
生
に
は
体
力
維
持
、健

康
増
進
の
方
法
の
一つ
と
し
て
、地
域

に
広
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
講

座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
17
日
、

小
嶋
い
き
い
き

サ
ロ
ン
で
「
ノ
ル

ディ
ッ
ク･

ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
講
座
」

を
開
催
し
ま
し

た
。小
嶋
地
区
の

16
人
が
受
講
さ
れ
、背
筋
が
伸
び
た
、

ポ
ー
ル
を
使
っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
体

操
が
で
き
る
こ
と
を
再
発
見
し
た
な

ど
の
感
想
が
あ
り
、大
好
評
で
し
た
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
46
‐
５
０
７
５

第
３
回
山
鹿
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
シ
ル
バ
ー
作
品
展

山
鹿
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
丹
精
込
め
て

作
成
し
た
、
書
・
絵
画
・
ち
ぎ
り
絵
・

手
工
芸
品
や
、
我
が
家
の
自
慢
品
の

展
示
を
行
い
ま
す
。

◦
期
間　

２
月
６
日
㈮
〜
８
日
㈰

　
�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
最
終
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

◦
場
所　

鹿
北
体
育
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
７
２
９
２
‐
３
３
１
５

（
木
庭
）

午
前
９
時
45
分　

女
子
ス
タ
ー
ト

　

午
前
10
時　

男
子
ス
タ
ー
ト

◦�

コ
ー
ス　

鹿
本
高
校
～
来
民
地
区

～
三
玉
地
区　

周
回
コ
ー
ス

※�

応
援
の
際
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
遵

守
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

一
般
の
方
の
参
加
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
５
１
０
１

　

�

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

◦�

場
所　

水
ま
わ
り
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

　

�

Ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
（
鹿
本
町
御
宇
田

３
４
５
‐
１
）

◦�

出
展
者　

田
添
ク
ニ
コ
、
長
瀬
洋

子
、
津
原
加
代
子
、
冨
田
好
美
、

堀
端
幸
子
、
宮
崎
直
子
、
福
田
奈

津
美
、
徳
丸
照
代
、
征
矢
美
津
子
、

田
添
喜
代
美

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
46
‐
１
０
３
３

陣
矢
弓
道
鹿
本
支
部

会
員
募
集

陣
矢
弓
道
鹿
本
支
部

　

座
っ
て
の
射
で
す
の
で
、
ど
な
た

で
も
で
き
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◦�

日
時　

毎
週
日
・
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

◦�

場
所　

鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◦�

会
費　

千
円
／
月

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
９
０
７
６
‐
８
６
１
７

（
浦
上
）
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み なん

「
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
」

公
開
講
演
会

社
会
福
祉
法
人 

熊
本
い
の
ち
の
電
話

◦�

日
時　

２
月
28
日
㈯
午
後
１
時
半

◦�

場
所　

熊
本
市
医
師
会
館

◦�
演
題　
「
絶
望
の
中
で
希
望
を
創

造
す
る
」
〜
パ
レ
ス
チ
ナ
と
東
日
本

大
震
災
の
中
で
み
つ
け
た
も
の
〜

◦�

講
師　

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
大
江
・

宇
土
教
会
牧
師　

立
野
泰
博
さ
ん

◦�

入
場
料　

無
料
（
要
事
前
申
し
込

み
）

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
４
３
４
３

「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」っ
て

面
白
い
！

鹿
本
農
業
高
校
バ
イ
オ
工
学
科

　

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
は
じ
め
、先

端
的
な
技
術
や
も

の
づ
く
り
の
面
白

さ
を
伝
え
た
い
と
考

え
、12
月
18
日
に
鹿

本
中
学
校
で
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
体
験

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。バ
イ
オ
工

学
科
２
年
生
が
先
生
役
を
務
め
、実

験
方
法
の
説
明
や
実
験
の
サ
ポ
ー
ト

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

合
氣
道
の
初
心
者
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
！親

徳
館
合
氣
道

　

老
若
男
女
問
わ
ず
、
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
！

◦
日
時　

２
月
８
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
半
〜
３
時

◦
場
所　

山
鹿
市
民
武
道
館

◦
参
加
費　

無
料

◦
内
容　
合
氣
道
の
体
験
稽
古
、見
学

※�

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
４
１
０
‐
２
７
２
７

（
本
田
）

☎
０
９
０
‐
２
８
５
７
‐
１
８
５
７

（
河
村
）

山
鹿
市
商
工
会
会
員
事
業

所
紹
介
冊
子
を
配
布
中
で
す

山
鹿
市
商
工
会

　

山
鹿
市
商
工
会
会
員
事
業
所
の
紹

介
冊
子
「
活
用
い
ろ
い
ろ
あ
な
た
流

よ
っ
て
み
て
！
よ
か
と
こ
山
鹿
商
工

業
Ｍ
Ａ
Ｐ
」が
完
成
し
ま
し
た
。

　

商
工
会
本
所
お
よ
び
支
所
、市
役

所
本
庁
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、物
産

館
や
道
の
駅
な
ど
で
無
料
で
配
布
し

て
い
ま
す
。詳
し
い
配
布
場
所
は
、山

鹿
市
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
46
‐
２
１
４
１

劇
団
仲
間
に
よ
る
舞
台
劇

「
空
の
村
号
」

山
鹿
子
ど
も
劇
場

　

山
鹿
子
ど
も
劇
場
創
立
40
周
年
記

念
鑑
賞
例
会
で
す
。

◦
日
時　

２
月
24
日
㈫　

午
後
７
時

◦
場
所　

八
千
代
座

◦�

内
容　

東
日
本
を
襲
っ
た
大
震
災

と
原
発
事
故
で
家
族
も
村
も
大
き

く
揺
れ
動
く
中
、
子
ど
も
た
ち
が

決
意
し
た
こ
と
と
は
…

◦�

入
場
料　

大
人　

２
千
円
、
小
・

中
・
高
校
生　

千
円
（
未
就
学
児

は
入
場
で
き
ま
せ
ん
）

◦
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

蔓薔薇
問☎ 43 ‐ 8920

⃞▶パステル画２人展
 　坂本慶子・村上ひとみ
　 期間　３月31日㈫まで
　　　　（第２火曜日・毎週水曜日定休）
　 時間　午前 11 時〜午後６時

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
キ
ク
の
「
増
殖
培
養
」と
い

う
実
験
を
行
い
ま
し
た
。は
じ
め
は
戸

惑
っ
て
い
た
中
学
生
も
す
ぐ
に
慣
れ
、

実
験
器
具
を
上
手
に
使
い
こ
な
し
て

い
ま
し
た
。最
後
に
「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
こ
と
が
少
し
分
か
っ
た
」「
他

の
植
物
で
も
や
っ
て
み
た
い
」な
ど
、う

れ
し
い
感
想
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
バ
イ
オ
工
学
科
で
の

日
頃
の
学
習
成
果
を
生
か
し
、も
の

づ
く
り
の
面
白
さ
を
た
く
さ
ん
の
人

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☎
44
‐
６
３
７
５

☎
０
９
０
‐
９
６
０
３
‐
１
８
９
５

（
川
端
）

☎
０
９
０
‐
９
７
２
２
‐
５
２
１
３

（
中
島
）

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ 44 ‐ 4835

⃞▶山鹿市三岳公民館 絵画教室作品展
 　�水彩画と色紙絵を展示します。
 　期間　２月２日㈪〜 10 日㈫（日曜日定休）
 　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00 まで）

⃞▶菊鹿サークル和紙ちぎり絵展
 　�期間　２月 11 日㈷〜 28 日㈯（日曜日定休）
 　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00 まで）

平
成
26
年
度
市
民
公
開
講
座

熊
本
県
医
療
法
人
協
会

◦�

日
時　

３
月
14
日
㈯

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

◦�

場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル

◦�

内
容　

第
一
部　

講
演
「
訪
問
看

護
を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
～
気
が
る

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
～
」

講
師　

熊
本
県
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョン
連
絡
協
議
会
理
事 

兼 

管
理

者
代
表
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

清
雅
苑
管
理
者　

木
村
浩
美
さ
ん

　

第
二
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◦�

参
加
費　

無
料

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
１
７
３
１
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市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

十
二
月
例
会

島
北
鎌
岳
選

ど
う
も
な
ら
ん　
も
つ
れ
ち
し
も
う
た
赤
い
糸

中
満　

甘
柿

ど
う
も
な
ら
ん　

灰
は
空
か
ら
降
っ
て
来
る

荒
平　
　

峠

わ
ー
広
さ　

と
っ
ぺ
ん
か
ら
の
良
か
眺
め

古
川
ひ
ろ
み

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

十
二
月
例
会

荻
正
好
選

暮
れ
の
街　

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
風
が
吹
く

川
上　

火
男

遺
産
分
け　

こ
れ
で
兄
弟
ひ
び
が
入
り

米
川　

楽
人

ノ
ー
ベ
ル
賞　

医
学
の
進
歩
役
に
立
ち

酒
井
誠
之
助

台
所　

オ
ー
ル
電
化
で
楽
な
も
ん星

子　

春
久

感
無
量　

心
に
し
み
た
お
説
教

藤
本　

明
子

遠
藤
上
気
選

台
所　

命
預
か
る
母
の
城

田
木　

京
花

感
無
量　

出
て
来
る
言
葉
あ
り
が
と
う

黒
田　

如
水

大
笑
い　

口
の
ま
め
ら
ん
孫
役
者荒

木　

洋
佑

ノ
ー
ベ
ル
賞　

日
本
に
ほ
し
い
平
和
賞

古
里
イ
ツ
代

大
笑
い　

し
す
ぎ
て
あ
ご
の
打
っ
ぱ
ず
れ

鳥
巣
万
年
青

銀
河
俳
句
会

数
へ
日
の
賑
は
ふ
街
へ
紛
れ
込
む　
　
　
　

酒
井　

睦
美

夜
ま
わ
り
の
頼
も
し
き
声
年
暮
る
る　
　
　

飯
川　

貞
子

南
天
の
熟
る
る
生
垣
鳥
翔た

て
り　
　
　
　
　

内
古
閑
眸
子

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

枯
落
葉
露
地
の
端
へ
と
吹
き
た
ま
る　
　
　

岡
崎
小
貴
子

堂
々
と
玄
関
に
入
る
冬
の
月　
　
　
　
　
　

城
田　

千
鶴

も
ぎ
た
て
の
柚
子
を
配
り
て
廻
り
道　
　
　

楠
本　

裕
子

タ
ッ
プ
俳
句
会　

朝
日
う
け
土
を
帽
子
に
霜
柱　
　
　
　
　
　

大
薗
美
奈
子

そ
び
え
立
つ
イ
チ
ョ
ウ一
樹
の
綿
ぼ
う
し　
　

 

原
口　

知
子

年
の
瀬
の
時
間
を
止
め
て
深
呼
吸　
　
　
　

村
上　

和
代

鹿
本
町
俳
句
教
室　

十
二
月
例
会

利
光
釈
朗
選

日
本
海
眺
め
楽
し
む
鰤
づ
く
し　
　
　
　
　

坂
本　

礼
子

山
眠
る
日
輪
さ
え
ぎ
る
も
の
の
な
し　
　
　

藤
永　

郁
代

身
に
ま
と
う
事
な
き
シ
ョ
ー
ル
出
し
て
み
る　

坂
田　

昭
代

山
鹿
俳
句
会　

十
二
月
例
会

利
光
釈
郎
選

百
才
の
み
佛
拝
す
冬
灯
し　
　
　
　
　
　
　

大
林　

信
子

深
々
と
田
に
あ
る
轍
初
時
雨　
　
　
　
　
　

朝
倉　

一
敬

本
堂
は
銀
杏
落
葉
に
葺
か
れ
け
り　
　
　
　

中
原　

英
明

鹿
本
短
歌
会　

十
二
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

雪
う
さ
ぎ
の
目
に
な
ら
ん
と
て
南
天
は
赤
く
赤
く
色
づ
い
て
ゆ
く　
　
　

北
島　

た
き

昨き

の

う日
す
ぎ
明
日
は
ど
う
な
る
今
が
あ
る
寒
空
あ
お
ぎ
残
り
柿
数
ふ　
　
　

水
町
千
鶴
子

櫛
に
添
ふ
白
髪
い
く
す
ぢ
青
人
草
離か

る
る
落
葉
は
く
れ
な
ゐ
な
ら
ず　
　

大
友　

清
子

石
人
短
歌
会　

十
二
月
例
会

富
田
豊
子
選

秋
の
野
辺
時
は
め
ぐ
り
て
吹
く
風
に
芒
が
ま
ね
く
い
つ
か
来
た
道　
　
　

上
妻
千
佐
子

や
る
せ
な
き
心
鎮
め
て
絹
縫
へ
ば
秋
の
夜
更
の
独
り
居
つ
ら
し　
　
　
　

鬼
木　

芳
子

ゆ
つ
く
り
と
空
を
流
る
る
白
雲
を
仰
ぎ
て
今
日
も
野
の
道
歩
く　
　
　
　

松
岡
み
ち
え

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　
一
月
例
会

錆
色
も
一
味
違
ふ
情
趣
あ
り
あ
れ
は
檪
が
西
陽
を
受
け
て　
　
　
　
　
　

横
尾　

ト
シ

ユ
ー
ラ
シ
ア
を
駆
け
し
男
に
魅
せ
ら
る
る
サ
マ
ラ
を
読
む
に
元
旦
白
む　

山
口　

信
博

年
輪
を
一
つ
重
ね
て
打
ち
揃
ひ
屠
蘇
飲
み
居
れ
ば
初
雪
の
舞
ふ　
　
　
　

鹿
子
木
泰
子

鹿
北
短
歌
会　

十
二
月
詠
草

か
く
澄
め
る
星
は
見
た
こ
と
な
し
と
言
い
都
会
に
住
む
孫
空
を
見
つ
む
る　

西
牟
田
節
代

情
熱
を
秘
め
た
る
ご
と
く
咲
く
ざ
く
ろ
朱
色
に
燃
え
て
照
る
陽
を
ま
と
ふ　

徳
永　

則
子

我
が
家
に
明
る
い
会
話
つ
れ
て
き
た
む
く
む
く
子
犬
ト
イ
プ
ー
ド
ル
は　

古
川　

恵
子

菊
鹿
短
歌
会　

十
二
月
詠
草

円
網
は
空
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
ら
れ
野
分
に
負
け
ず
女
郎
蜘
蛛
浮
く　
　
　

渕
上　

修
次

種
子
と
せ
む
に
ん
に
く
の
球
根
は
ず
し
を
り
指
の
爪
先
痛
み
怺こ

ら

え
て　
　

長
野　

節
子

蝉
の
声
い
つ
し
か
止
み
て
秋
ふ
か
き
朝
は
彷さ

ま

よ徨
ふ
白
き
抜
け
髪　
　
　
　

中
原
ち
え
子

鹿
央
短
歌
会　

十
二
月
作
品

つ
ま
先
に
夏
の
思
い
出
託
し
た
る
サ
ン
ダ
ル
の
あ
と
白
く
残
れ
り　
　
　

江
藤
美
知
子

地
も
冷
え
し
庭
に
蚯み

み

ず蚓
の
太
く
這
ふ
放
埓
も
の
は
命
失
ふ　
　
　
　
　
　

立
山　

〆
子

見
渡
せ
ば
遮
る
物
な
く
果
て
し
無
く
砂
砂
砂
の
丘
に
佇
む　
　
　
　
　
　

木
下
志
摩
子

三
岳
短
歌
会　
十
二
月
例
会

痛
む
足
で
ゆ
つ
く
り
歩
け
ば
お
の
づ
か
ら
野
菊
の
花
の
む
ら
さ
き
見
ゆ
る　

 

山
口
多
恵
子

シ
ベ
リ
ア
を
離
れ
て
こ
こ
は
里
の
秋
首
を
の
ば
し
て
水
飲
む
鶫つ

ぐ
み　
　
　
　

山
口　

信
博

山
よ
り
の
み
や
げ
は
零む

か

ご

余
子
ね
ず
み
色
大
粒
小
粒
を
麦
わ
ら
帽
子
に　
　

渡
辺　

和
代
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新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【ひだまり】
【こもれび】
【鹿北】　峠の茶店を営む半平と志乃。つつましく

暮らしているふたりに事件が起こる…。
　福岡県北九州市出身の直木賞作家の
新刊です。

峠しぐれ
葉室麟／著 　出版／双葉社

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・大人のための上映会
　「遺体」西田敏行主演
　▷２月15日㈰　午後２時から
山鹿市民交流センター中会議室１
・子ども上映会
　「こねこのぴっち」
　▷２月２2日㈰　午後２時から
ひだまり図書館
・おはなし会　午後２時から
　▷�２月７日㈯・14日㈯・21日㈯・28日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　　午前10時45分から
　▷�２月３日㈫・10日㈫・17日㈫・24日㈫
・「山鹿でがんばる企業」の展示
　西南旭株式会社　「靴」に関する本の展示

こもれび図書館　
・おはなし会　午前11時から
　▷�２月７日㈯・14日㈯・21日㈯・28日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　　午前10時45分から
　▷�２月５日㈭・12日㈭・19日㈭・26日㈭

『やまが肝いりどん』通信
～ 婚活ランチパーティから ～

　昨年１２月２１日に山鹿市内のレストランで開催した婚活
ランチパーティに男性９人女性９人の参加がありました。
　まず、参加者の緊張をほぐすため、男女ペアとなって伝
言ゲームを行いコミュニケーションを図りました。
　次に、目の前のお相手とプロフィールカードを交換しなが
ら一人一人自己紹介を行いました。お互いに共通点を探
そうと次々に質問されている姿が印象的でした。
　続いて、４つのテーブルを移動しながらグループで食事
と会話を楽しんだランチタイムでは、緊張しがちな１対１の
見合いと違い皆さんリラックスして楽しんでいました。
　最後のフリータイムも、男性が女性にコーヒーを手渡し
ながらおしゃべりするなどとても良い雰囲気でした。
　この日は２組のカップルが誕生しました。２組は解散後
もお店に残って連絡先の交換や休みの確認など話がはず
んでいました。きっと楽しいクリスマスやお正月を過ごされ
たことでしょう。

　多くの参加者から「楽しかった。またこのような機会を
設けてください」との声をいただき、私たち肝いりどんもう
れしくなりました。
　肝いりどん事業では現在15組のカップルが交際中です。
登録者が肝いりどんのアドバイスや婚活セミナーでの学び
を糧に、婚活を楽しみはじめた結果でしょう。そのうち２
組は結婚の話を具体的に進めておられますので、うれし
い報告もそう遠くないようです。
　婚活を始めてから結婚するまで平均４、５年かかるとい
われています。１日でも早く肝いりどん事業に登録して、あ
なたらしい楽しい婚活をはじめましょう。

肝いりどんについての問い合わせ先
…地域生活課　☎43－1114

現在の登録者　146 人（男性 84 人　女性 62 人）
交際中のカップル　15 組　　　成婚実績４組

休
館
日

ひだまり図書館
　▷２月２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪
こもれび図書館
　▷２月４日㈬・11日㈷・18日㈬・25日㈬

【ひだまり】
【こもれび】
【鹿北】　紀元前の遺跡から最新鋭の名建築ま

で、世界の図書館100 館を写真で紹介し
ます。

世界の美しい図書館
出版／パイインターナショナル

【ひだまり】
【こもれび】
【鹿北】
【菊鹿】

いたずらが大好きハイジとペーターの第2
弾です。

トロルとにひきのいたずらこやぎ
松居スーザン／作　出久根育／絵　出版／佼成出版社

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ 46 ｰ 1310　　★こもれび図書館　　☎ 43 ｰ 1082　　★鹿北市民センター　☎ 32 ｰ 3111
 　★菊鹿市民センター　☎ 48 ｰ 3111　　★鹿央市民センター　☎ 36 ｰ 3111　　★社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651
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第２回

神か
ぐ
ら楽

　

神
様
へ
奉
納
す
る
舞
で
あ
る
「
神
楽
」の
起
源
は
、宮
廷
の
神

事
芸
と
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、全
国
で
舞
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
色
が
出
て
き
ま
す
。熊
本
県
内
で
は

岩い
わ
と戸
神
楽
と
肥
後
神
楽
の
二
つ
の
流
派
が
あ
る
と
さ
れ
、山
鹿

市
内
の
神
楽
は
肥
後
神
楽
の
系
譜
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

か
つ
て
は
山
鹿
市
内
で
も
多
く
の
神
社
で
神
楽
が
奉
納
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
途
絶

え
て
し
ま
っ
た
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。平
成
３
年
に
発

行
さ
れ
た
『
熊
本
県
民
俗
芸
能
緊
急
調
査
報
告
書
』で
は
、山
鹿

市
内
に
は
25
の
神
楽
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、そ

の
後
さ
ら
に
減
少
し
て
い
ま
す
。舞
手
な
ど
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、各
神
楽

保
存
会
関
係
者
の
大
変
な
熱
意
と
ご
尽
力
に
よ
り
、現
在
16
の

神
楽
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
こ
の
う
ち
、鹿
北
地
区
の

神
楽
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

鹿
北
地
区
の
神
楽

　

鹿
北
地
区
に
は
、岩
野
神
楽
、四
丁
神
楽
、川
原
谷
神
楽
、椎
持

神
楽
、芋
生
神
楽
の
５
つ
の
神
楽
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。（
各
神

楽
が
奉
納
さ
れ
る
日
時
や
場

所
な
ど
に
つ
い
て
は
別
表
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

　

岩
野
神
楽
（
陣
内
神
楽
）

は
鹿
北
地
区
の
神
楽
で
は
唯

一
、昼
と
夜
の
２
回
舞
わ
れ

ま
す
。昼
の
神
楽
は
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
も
の
で
、そ
の

後
女
の
子
に
よ
る
豊と

よ
さ
か栄
の
舞

い
（
現
代
に
作
ら
れ
た
新
し

問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
教
育
課
文
化
係　

☎
43
‐
１
６
５
１

い
舞
）も
奉
納
さ
れ
ま
す
。夜
神
楽
は
大
人
に
よ
る
舞
い
で
、剣

弓
舞
が
舞
わ
れ
ま
す
。四
丁
神
楽
（
中
間
神
楽
）は
小
学
生
の
女

の
子
の
一
人
舞
い
で
、大
人
の
舞
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。笛
と
太
鼓

は
地
元
の
大
人
が
演
奏
し
て
い
ま
す
。岩
野
神
楽
と
四
丁
神
楽

の
曲
は
同
じ
も
の
だ
そ
う
で
す
。川
原
谷
神
楽
は
大
人
の
一
人

舞
い
で
す
。現
在
、笛
の
吹
き
手
が
お
ら
ず
、保
存
会
で
後
継
者

育
成
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。芋
生
神
楽
は
大
人
の
舞
い
手

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、旧
広
見
小
学
校
区
の
小
学
生
が
舞

い
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、学
校
で
習
う
舞
い
は
岩
野
神

楽
な
の
で
、本
来
奉
納
す
べ
き
芋
生
神
楽
の
舞
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。そ
こ
で
、芋
生
神
楽
の
大
人
に
よ
る
舞
い
の
復
活
を
目
指

し
て
、保
存
会
が
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
、順
調
に
い
く

と
11
月
の
例
祭
に
奉
納
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

鹿
北
地
区
は
「
鹿
北
町
神
楽
保
存
会
連
合
会
」と
い
う
神
楽

保
存
会
が
結
成
さ
れ
て

い
て
、各
神
楽
の
保
存

継
承
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。現
在
は
保
存

会
会
員
が
鹿
北
小
学
校

４
年
生
に
指
導
し
て
、

舞
い
や
太
鼓
な
ど
を
伝

承
し
て
い
ま
す
。子
ど

も
た
ち
は
お
よ
そ
週
１

回
の
ペ
ー
ス
で
練
習
に

励
み
、神
社
の
例
祭
や

学
校
の
発
表
会
な
ど
で

舞
っ
て
い
ま
す
。今
年

は
３
月
１
日
に
鹿
北
小

学
校
体
育
館
で
発
表
会

が
開
か
れ
、保
存
会
と

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
伝

承
活
動
の
成
果
が
披
露

さ
れ
る
予
定
で
す
。

「
無
料
点
検
」
に
応
じ
た
ら

　
　
　

…
高
額
な
配
水
管
工
事
勧
誘

【
相
談
事
例
】

　「
無
料
で
排
水
管
の
点
検
を
す
る
」
と
業
者
が
訪

ね
て
き
た
。
見
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ「
工
事
が
必
要
」

と
、
排
水
管
の
一
部
が
割
れ
て
い
る
写
真
を
見
せ
ら

れ
、
工
事
契
約
を
結
ん
だ
。

　
工
事
当
日
「
水
漏
れ
し
て
い
る
。
別
の
工
事
も
必

要
」
と
言
わ
れ
工
事
費
が
合
計
で
70
万
円
と
高
額
に

な
り
迷
っ
て
い
る
と
「
特
別
に
50
万
円
に
す
る
」
と

値
引
き
を
示
さ
れ
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�「
無
料
で
点
検
」
な
ど
と
言
っ
て
訪
問
し
、
点
検
後

に
消
費
者
の
不
安
を
あ
お
り
、
工
事
な
ど
の
契
約

を
結
ば
せ
る
手
口
で
す
。
一
度
契
約
す
る
と
次
々
と

別
の
契
約
を
迫
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
安
易

に
業
者
を
家
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
　�「
特
別
に
値
引
き
す
る
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も
、
そ

の
場
で
契
約
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
家
族
や
周
囲
の

人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
な
い
場
合
は
、
き
っ

ぱ
り
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
　�

契
約
後
や
工
事
完
了
後
で
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
や
契
約
の
取
り
消
し
な
ど
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※�

お
困
り
の
際
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
43
‐
１
５
７
９

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

子どもたちによる岩野神楽

別表
神　楽 日 時 場　所 住所 演　目

椎持神楽 9月25日 11時半ごろ 椎持神社 椎持 剣、剣
けんきゅう

弓、御
ご へ い

幣

岩野神楽 11月23日 13時と19時ごろ 岩野神社 岩野 剣弓

四丁神楽 11月23日 10時ごろ 年
と し ね

禰神社 四丁 御幣?

川原谷神楽 11月25日 不定 川原谷神社 芋生 榊、御幣、剣

芋生神楽 11月23日 13時ごろ 金
か な こ り

凝神社 芋生 榊
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山　鹿
　山　鹿　阿蘇品ケイ子さん (80)　河原　信門さん (97)
　　　　　佐藤　冬子さん (98)　竹内　　貞さん (86)
　　　　　有働　幸子さん (89)　三森　英輔さん (76)
　　　　　坂本　信子さん (80)　水本　勝子さん (75)
　　　　　宮本　愼二さん (61)　中島　輝美さん (65)
　米　田　前田モゝエさん (95)　川上　又一さん (83)
　　　　　濱武カタエさん (94)　角田　勇治さん (72)
　　　　　船津冨美江さん (94)
　八　幡　中原　定一さん (90)　阿部百合子さん (85)
　　　　　山部　　智さん (78)　池田　　康さん (80)
　　　　　大津山征師さん (75)　山口　與市さん (86)
　　　　　松林　鐵男さん (85)
　平小城　中島　輝行さん (78)
　三　岳　中原ミフミさん (99)　立花　　強さん (96)
　三　玉　池田真由美さん (52)　坂本　義一さん (97)
　大　道　光永ヒサヲさん (96)　平尾マサヱさん (94)
　　　　　野口　葊房さん (89)　永田　利次さん (78)
　　　　　川上ノリコさん (83)
鹿　北
　岳　間　森山　寿子さん (99)
　岩　野　主計　宗義さん (89)　野中　数雄さん (89)
　　　　　田島　松次さん (92)　野中ジツコさん (86)
　　　　　小川　正則さん (90)
　広　見　主計　　弘さん (95)　稲葉　一典さん (85)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

※12月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

山　鹿
　米　田　財木　雄士さん♥橋本つくしさん
　八　幡　朴　　用國さん♥平尾　理恵さん
　　　　　鬼釜　和宏さん♥瀨口いく代さん
　三　玉　森　　翔平さん♥緒方　愛実さん
　大　道　青木　寛朗さん♥日永　理香さん
　　　　　津幡　俊介さん♥野滿　志摩さん

菊　鹿
　六　郷　横田　賢正さん♥長嶋　美樹さん
　内　田　加来　優季さん♥藤原　ゆいさん
　城　北　矢野　健将さん♥土屋　美華さん
　　　　　藏原　　彰さん♥多久真里子さん
鹿　本
　中　富　福島　將文さん♥平川小百合さん
　来　民　小田　誠也さん♥須崎　　舞さん
　稲　田　石川　将樹さん♥野口　郁代さん
鹿　央
　米野岳　梶山　友和さん♥谷口　由美さん

問い合わせ先…市民課　☎４３−１１６９およろこび・うぶごえ・おくやみ

菊　鹿
　内　田　古田　謙一さん (89)　栗𠩤　秀重さん (90)
　　　　　川上　新幸さん (83)
　六　郷　山品　三德さん (91)　有働満洲雄さん (81)
　　　　　小松　和子さん (83)
　城　北　下田ヨシエさん (96)　金光　慶子さん (83)
　　　　　丸山　博光さん (65)　平井ハツ子さん (92)
　　　　　中原　信一さん (93)　山口　　清さん (83)
　　　　　松本　冨雄さん (90)
鹿　本
　来　民　東　　全仁さん (81)　古荘　アヤさん (90)
　　　　　大森　　榮さん (92)　白石　欽四さん (73)
　　　　　尾田　節子さん (86)　川俣ハル子さん (90)
　稲　田　上野ツタ子さん (91)　工藤シゲ子さん (95)
　　　　　江住　公弘さん (91)
　中　富　安武裕一郎さん (26)　中川ユリ子さん (95)
　　　　　田中サツキさん (93)　杉守　安敏さん (94)
鹿　央
　千　田　久野ハル子さん (89)　江藤　恒隆さん (82)
　　　　　東　　千弘さん (98)　佐伯　逸喜さん (86)
　　　　　有働　秀德さん (58)　金森　尊德さん (62)
　米野岳　森川　露子さん (76)　松本　政子さん (92)
　　　　　宇野　弘子さん (77)
　山　内　上村　厚己さん (93)

山　鹿

　山　鹿　髙木　咲
え な

那さん　蓑田　　結
ゆい

さん
　　　　　清　幾

い お り

央理さん　岩田　天
て ん ま

馬さん
　　　　　吉満　柚

ゆ い

似さん　立岡　蒼
そ う た

汰さん
　　　　　吉満　蒼

あ お い

似さん　籘本　えなさん
　　　　　髙橋　　悠

ゆう

さん
　米　田　都築　伶

れ い

維さん　有働　彪
あ き と

人さん
　八　幡　酒井　綺

き い ち

壱さん　西　　響
ひ び き

生さん

　三　玉　本多　七
な な み

海さん
　大　道　木下　祐

ゆうすけ

輔さん　永田　陽
ひ な た

大さん
　　　　　大坂瑛

え き と

己翔さん
菊　鹿

　六　郷　井上煌
おう し ろ う

志朗さん
鹿　本

　来　民　村木　　蓮
れん

さん　中川　瑞
み ず き

希さん
　　　　　髙森　柚

ゆ の

乃さん　吉里　魁
れ い と

人さん
　中　富　小材　心

み ゆ う

悠さん
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小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐ 1270　つどいの広場 (おさか童夢 )　☎43‐1155　病後児保育室　☎ 43‐ 1281
鹿北子育て支援センター　☎ 32‐ 3194　第一児童館　　　　　　　☎43‐1128　ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐ 4660　中央児童センター　　　　☎44‐0057　　　　　　　　☎ 44‐ 8800
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐ 3111　児童センター　　　　　　☎46‐4441
鹿央子育て支援センター　☎ 36‐ 2150　鹿本児童館　　　　　　　 ☎46‐4455

この旗が目印です

　本校は、平成 25 年 10 月１日付けで山鹿市初のコ
ミュニティ・スクール（学校運営協議会設置校）となり、
地域と共にある学校づくりに取り組んでいます。
　具体的には、11 人の学校運営協議会運営委員の皆
さんにご協力いただきながら、地域・家庭・学校が熟議
を重ね、協働して「子どもの豊かな学びの創造」と「地
域の絆をつなぐ学校づくり」を行っています。
　このような地域・家庭・学校が一体となった取り組
みが認められ、菊鹿中学校運営協議会が平成 26 年度
優れた「地域による学校支援活動」推進にかかる文部

科学大臣表彰をいただきました。これは平成 17 年度
に新山鹿市となってはじめての栄誉です。今後も地域
と学校が一体となり、次代を担う生徒をしっかりと育
てていきます。菊鹿中、もっともっと輝きます。
　本校の活動の様子は、学校ホーム
ページやコミュニティ・スクール便
りなどで発信しています。ぜひご覧
ください。（菊鹿中学校ホームページ
http://jh.higo.ed.jp/kikuka/）

祝 文部科学大臣表彰　〜輝け！菊鹿中〜菊鹿中学校

◦菊鹿中学校データ◦　阿蘇品康宏校長　生徒数 178 人

「子育て応援の店」登録店
大氣整体院

（赤ちゃんの駅・子どもの駅）
ミルク用のお湯の提供・おむつ交
換の場所の提供・子育て情報提
供・子どもへの声かけ・見守りなど

【地域と考えつくる】 【地域から学ぶ】【地域の見守り】

運営委員と学校職員で毎月１回行
う学校運営協議会

菊鹿交通指導隊や虹の会による見
守り

菊鹿短歌会や地域の皆さんによる
学習支援

“よく遊び、よく食べ、よく眠る”暮らし

五感と身体を育てる子育て
　乳幼児期に五感（視覚・聴覚・触覚・臭覚・味覚）を
発達させ、感性を豊かに！とよく言われます。人や自然と
関わる体験が五感を発達させるよい刺激となります。こ
れからの子どもの成長や社会性といったものに深く係る
大切なものです。

　水遊び、泥団子づくり、虫や魚とり、鬼ごっこ…。また、お
母さんの作る料理の匂い、絵本を読んでもらうことなど、
人や自然と触れ合うたくさんの体験こそが五感を育て感
性を豊かにしていきます。四季の自然にたくさん触れ、仲
間と共によく遊び、旬の食材をよく食べ、ぐっすり眠ると
いう、いわば、子どもらしいこの生活を日々繰り返す中で
運動や発達の諸機能を伸ばし、多くの力を身につけていく
のです。

離乳食教室
・日時　２月23日㈪　９時半〜　・場所　山鹿健康福祉センター
・対象児　平成26年８〜９月生まれ
みんなで あそＢＯＹ
・期日　３月８日㈰　・場所　おさか童夢

開催予定の教室・イベントなど
（詳しくは山鹿子育て支援センターへ問い合わせください）

　12 月 21 日、
ひだまりで社会体
育課・人権政策課・
子ども課の合同で
クリスマス会を開
催しました。触れ

合い遊び、歌遊び、クイズ、お父さんに
よるサンタさんの登場と盛りだくさんで、
子ども・お父さん・お母さんも笑顔の絶
えない会となりました。

楽しかったクリスマス会
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わ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園

心もからだも、どんどん元気になるよ！
米田保育園☎ 43− 1159

　佐世保市の大地といのちの会の
「菌ちゃん先生」こと吉田俊

と し み ち

道先生。
命の循環や生ごみリサイクル活動のご
指導でいつもお世話になっています。
吉田先生のお話を聞いた子どもたち

の感想が書かれた家庭からの連絡帳の一部を紹介します。
「菌ちゃん先生の話をたくさんしてくれました。野菜は栄養が
あるから皮ごと食べたほうがいいんだって。お菓子・ジュー
スは良くないんだって。と我慢していました」「味噌汁は野菜
いっぱいで作ってねと、菌ちゃん先生の話をしてくれました。
話を聞いて、ますます野菜を食べなくてはいけないんだな～
と思ったみたいです。今まで以上にモリモリ食べてくれること
を期待しています」「吉田先生の話をしっかり覚えていて、
キャベツの芯は捨てたらダメ。栄養がたくさん入ってて菌ちゃ
んパワーがあるから、と言っていました。家でも捨てずに使い
たいと思います」「ニンジンの葉っぱの天ぷらおかわりした
よ、おいしかった。と言っていました。おいしいものを食べら
れて子どもたちは幸せですね。味噌汁も残さず自分から食べ
らるようになりました」
　これからも園と家庭が一緒になっ
て、食育活動に取り組んでいきたい
と思っています。

富慈園の自慢
富慈園☎ 46− 2578

　園児数 51 人の富慈園は毎月10日に河川のクリーン作
戦を行っており、河川愛護賞や緑のリボン賞など、名誉あ
る賞をいただいています。
　地域の皆さんや先生方に恵まれ、
子どもたちはすくすくと元気いっぱい育
っています。そんな子どもたちを持つ私
たち親は、親同士の絆、親と先生との絆を大切にしています。
　春には、毎年園庭で行っていた親子レクレーションをあ
んずの丘で行い、交流を深めることができました。夏には
小学校との合同夏祭りを富慈園独自で行うことで、子どもた
ちも夏祭りの運営に携わることができました。また新しい試
みとあって、先生方と保護者会とで知恵を出し合い、子ど
もたちの思い出に残る夏祭りを行うことができました。

　秋には富慈園を離れ、親子、先生
方とのバーベキュー会を開き、プライ
ベートな一面を見ることができました。
　このように、親同士や親と先生との

交流を持つことで互いに悩みを相談したり、情報交換をした
りする場を持つことは親同士の学びの場になると思います。
　これからも富慈園に携わる皆さんが、自然に交流を深め
られるようにいろいろな企画をしていきたいです。

保護者会長　隈部信孝

　中富小学校の特色といえば、朝の活動です。子ども
たちは、毎朝のあいさつ運動や校内美化のボランティ
アに励み、元気な一日をスタートさせています。
　なかでもあいさつには力を入れています。中富小で
は、正門で登校班毎のあいさつのバトンを引き継ぐ
“リレーあいさつ ”が伝統的に行われており、互いの
元気を分け合ってきました。
　そんな中、子どもたちの中から自主的な「中富小あ
いさつがんばり隊」が生まれ、正門前で、登校してく
る友達に大きな声であいさつをし、温かい雰囲気を高
めています。
　また、あいさつがんばり隊は、正門前の道路を車で
通過する方々へも元気なあいさつをしており、子ども
から元気をもらった方々も、笑顔であいさつをしなが
ら通過されるようになりました。
　本年度は、学校やその周辺でできる元気なあいさつ
を、地域でもできるようになろうと「あいさつ 100 人
できるかな運動」にも取り組んでいます。最近では「子
どもから、元気よくあいさつしますね」と、地域の方々

の声が数多く学校に届けられるようになりました。
　10 年後、今の６年生が 22 歳となり、社会で活躍し
ていることでしょう。また、20 年後は親となり、わ
が子の教育に携わっていることでしょう。そういった
時、周りの皆から愛され、そして愛される子どもを育
てることができるために、子どもの時代に温かいあい
さつができる力を、これからも育んでいきたいと思い
ます。

　　　　元気分け合う朝のあいさつ中富小学校

◦中富小学校データ◦　大坂高弘校長　児童数 79人



広報やまが　2015.2.1　22

このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、
山鹿健康福祉センター内　健康増進課（保健師）☎４３‐００５０

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１歳６か月児健診
25 年６月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

８ ９ 10 11 12 13 14
３・４か月児健診
26 年 10月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７・８か月児健診
26 年６月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

15 16 17 18 19 20 21
３・４か月児健診
26 年 10月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
26 年３月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

すくすく学級
26 年３月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
23 年 10月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

22 23 24 25 26 27 28
７・８か月児健診
26 年６月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６か月児健診
25 年６月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
23 年 10月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

母子健康手帳交付時に持参
するもの
◦印鑑
◦�妊娠届出書（予定日が分

かるもの）
◦�過去の妊娠、出産の経過

が分かるもの（母子健康
手帳）

※�母子健康手帳交付の日程
で都合が悪い場合は、相談
に応じますので事前にご
連絡ください。

乳幼児健診の対象のお子さん
には個別通知を出しています。
届いていない場合は、健康増
進課へ連絡してください。

場所の省略表記 【ひまわり館】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館
【鹿央多目】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター
【カルチャー】　カルチャースポーツセンター

【山 健  福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本健康福祉センター
　　　　　　（ひだまり）

２健康カレンダー
月

● 建国記念の日

風しん予防接種費用を助成します

　山鹿市では、風しんの抗体価が低い人を対象に風しん予
防接種費用を助成します。妊娠を希望する女性は、ぜひこの
機会に風しんの予防接種をしましょう。
◦�対象者　①熊本県が実施する「熊本県風しん抗体検査
事業」で予防接種が必要と判断された人（抗体検査の
実施は２月27日㈮までとなっています）

※�「熊本県風しん抗体検査事業」については山鹿保健所
へお尋ねください。
②�過去の風しん抗体検査（妊婦健診など）で、HI 抗体価が
16倍以下相当だった人のうち妊娠を希望する女性

※�妊娠中の女性および妊娠をしている可能性がある女性
は、予防接種を受けることができません。
◦接種期間　３月31日㈫まで
◦接種料金　3,600 円
※�市が７割助成しますので、３割（3,600 円）の自己負担金
となります。

　対象者で接種を希望する人は、山鹿市健康増進課へご連
絡ください。また、詳しくは山鹿市ホームページをご覧ください。

献血にご協力ください
【献血日】２月 25 日㈬
◦ひだまり駐車場
　受付時間　9：30 ～ 11：30、12：30 〜 15：30
【献血日】２月 27 日㈮
◦さくら湯横駐車場
　受付時間　9：30 ～ 11：30、12：30 〜 16：00

＜はじめよう献血キャンペーン＞
　4月30日㈭まで「はじめよう献血キャンペーン」を実施
しています。
　高齢化が進み、医療機関で使用される血液は増加す
る一方で、若い人たちの献血が減少しています。そこで、
10代・20代で 400mL 献血・成分献血にご協力いただ
いた人に赤十字血液センター作製の啓発グッズ（お菓子
の詰め合わせ）を配布し、献血の推進を図っています。
　この機会に「はじめよう献血！」。皆さんのご協力をお願
いします。
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な
い
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
で

も
、
科
学
的
に
有
効
性
が
明
ら
か

に
な
れ
ば
、
将
来
、
厚
生
労
働
省

が
治
療
薬
と
し
て
認
め
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
や
コ
ラ
ー
ゲ

ン
な
ど
、
飲
む
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
宣

伝
が
新
聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
シ
ョッ
ピ

ン
グ
な
ど
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

比
較
的
高
価
な
、
こ
の
種
の
サ
プ
リ

メ
ン
ト
を
常
用
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

　

患
者
さ
ん
か
ら
、ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

は
関
節
の
痛
み
に
対
し
て
効
果
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、と
質
問
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
は
、関
節
内
投
与
（
注
射
）に
関

し
て
は
、膝
関
節
と
肩
関
節
に
使
用

す
る
場
合
の
み
医
療
保
険
で
公
的

に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
科

学
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き
有
効
性
が

認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
を
飲
ん
で
効
く
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、現
在
の
と
こ
ろ
相

反
し
た
デ
ー
タ
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

関
節
の
軟
骨
が
傷
ん
で
く
る
の

は
仕
事
量
や
運
動
量
、
体
型
や
体

　母子手帳で接種を確認し、まだ接種をしていない場合は、
お子さんの体調が良いときに接種しましょう。
【二種混合】
◦�対象者　小学６年生（13歳の誕生日の前々日まで）
【麻しん・風しん（ＭＲ）】
◦１期対象者　１歳から２歳の誕生日の前日まで
◦�２期対象者　平成 20 年４月２日〜平成 21 年４月１日生
まれの人（２期の接種期間は３月31日㈫までとなってい
ますので、まだ接種していない人はご注意ください）

お子さんの予防接種はお済みですか

◦��対象者　①平成 26年度に65歳・70歳・75歳・80歳・
85歳・90歳・95歳・100 歳以上の人

　�②山鹿市に住所を有する60～ 65 歳未満で、心臓・腎
臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度
に制限される程度の障がいがある人、およびヒト免疫不
全ウイルスで免疫の機能に日常生活がほとんど不可能程
度の障がいがある人（内臓疾患などの身体障害者手帳１
級程度を所有する人でコピーを提出した人）

※�過去に高齢者の肺炎球菌ワクチンの予防接種を済ませた
人は接種する必要はありません。（定期接種の対象外とな
ります）
◦��接種期間　３月 31日㈫まで
◦��接種料金　2,500 円
※�市が７割助成しますので、３割（2,500 円）の自己負担
金となります。

※�対象者①②の人で、生活保護世帯の人は生活保護証明
書、市民税非課税世帯の人は平成 26 年６月以降に交
付された市民税非課税世帯証明書を、接種当日に医療
機関に提出すると個人負担金は無料になります。
◦��実施機関　山鹿市、植木町の医療機関（実施されてい
ない医療機関もありますので事前にご確認ください）

※�上記以外（県内）のかかりつけ医で接種が必要な人は、
接種前に手続きが必要です。事前に健康増進課までご連
絡ください。

高齢者用肺炎球菌ワクチンの接種は
３月31日まで！

　インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染すること
によって起こる病気です。38℃以上の発熱、頭痛、関節痛、
筋肉痛など全身の症状が突然現れます。併せて普通の風邪
と同じように、のどの痛み、鼻汁、咳などの症状も見られま
す。お子さんはまれに急性脳症を、高齢者や免疫力の低下
している人は肺炎を伴うなど、重症になることがあります。
　日本では、12 ～３月頃に流行します。インフルエンザは
流行性があり、いったん流行が始まると、短期間に多くの人
へ感染が広がります。
【インフルエンザを予防する方法】
・外出後の手洗いやうがい
・十分な休養とバランスのとれた栄養摂取
・人混みや繁華街への外出を控える
・咳エチケットを守る
　詳しくは、山鹿市ホームページまたは広報やまが 12月号
をご覧ください。

インフルエンザに注意しましょう！
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　国民健康保険や後期高齢者医療保険は、国・県などからの補助金や、加入者が納める保険税・保険
料を大切な財源として運営しています。いざというとき、安心して医療を受けられるように、保険税・
保険料の納期限内の納付をお願いします。

※納付がどうしても困難なときは、早めにご相談ください
　主たる生計者がケガや病気で入院しているため納付するのが難しいなど、何らかの理由で保険税・
保険料を納めることが困難な人は、早めに担当窓口へご相談ください。

保険税・保険料を納付書で納めている人へ

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料を忘れずに納めましょう！

【注意】
　申し込みの際は、申込書の納入（税）義務者の欄にご注意ください。納
入（税）義務者の欄には、国民健康保険税は世帯主の情報、後期高齢者医
療保険料は被保険者本人の情報を記入してください。口座名義人の欄には
引き落としを希望する口座名義人の口座情報を記入してください。

　また、国民健康保険税は、コンビニエンスストアでも納付することがで
きます。ただし、１納付書（バーコード付き）あたりの納付額が 30 万円
以下の場合などの条件があります。詳しくは納付書の裏面をご覧ください。

　納め忘れのない口座振替が便利です。申込書は山鹿市内の金融機関に備
えてありますので、通帳・通帳印を持って金融機関へお申し込みください。

問国保年金課　国民健康保険係　☎ 43 － 1527　後期医療年金係　☎ 43 － 1576

　国民年金保険料は納付期限を過ぎても２年以内であれば納めることができます。しかし、病気や事
故など万が一の場合、障害基礎年金は障がいの原因となった病気やケガの初診日以前の納付状況、遺
族基礎年金は死亡の前々月までの保険料納付状況で審査されます。未納の期間が一定以上ある場合は、
年金を受給することができません。納め忘れがないように口座振替をご利用ください。
　保険料をまとめて前納すると保険料の割引があります。口座振替を利用すると、さらに割引があります。
前納を希望する人は、2 月 27 日㈮までに通帳と通帳印を持って国保年金課へお申し込みください。

国民年金保険料は口座振替が便利です！

▼平成 26 年度の国民年金保険料（平成 27 年度は金額が変更になります）

１ヵ月分 ６ヵ月分 １年分 ２年分

【毎月支払い】納付書 15,250 円 91,500 円 183,000 円
※２年分前納は
口座振替のみ

【前納】

納付書
（割引額）

15,250 円
（0 円）

90,760 円
（740 円）

179,750 円
（3,250 円）

口座振替
（割引額）

15,200 円
（50 円）

90,460 円
（1,040 円）

179,160 円
（3,840 円）

355,280 円
（14,800 円）

納付方法
前納期間

国保年金課からのお知らせです
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現
在
、
水
道

管
の
凍
結
事
故

が
発
生
し
や
す

い
時
期
と
な
っ

て
い
ま
す
。
水

道
管
が
凍
結
す

る
と
、
水
が
出

な
く
な
る
だ
け

で
な
く
、
修
理

に
多
く
の
費
用

が
か
か
り
ま
す
。

事
前
の
ち
ょっ
と

し
た
心
が
け
で
、
凍
結
防
止
が
で
き
ま
す
。

◦
凍
結
が
起
こ
り
や
す
い
場
所

・ 

風
当
た
り
の
強
い
屋
外
に
あ
る
水
道
管

・ 

日
影
に
あ
る
水
道
管

・
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管 

◦
凍
結
防
止
の
し
か
た

　

水
道
管
に
保
温
材
を
巻
き
ま
す
。
蛇
口
が

破
損
し
や
す
い
の
で
、
し
っ
か
り
と
水
道
管

を
包
ん
で
く
だ
さ
い
。
保
温
材
と
し
て
使
え

る
も
の
と
し
て
、
布
や
毛
布
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
保
温
材
が
濡
れ
な
い
よ
う
に
、
保
温
材

の
上
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◦
水
道
管
が
も
し
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

タ
オ
ル
や
布
な
ど
の
保
温
材
を
水
道
管
に

か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か
ら
お
湯
を
ま
ん
べ
ん

な
く
か
け
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
、
気
長
に
溶

か
し
て
く
だ
さ
い
。
水
道
管
に
直
接
熱
湯
を

か
け
る
と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

12/9 山鹿市バイオマスセンター固液分離ろ液
受ピット等防食塗装補修工事 鹿本町高橋地内 サカイ塗装 9,450,000

12/9 平成 26 年度東部簡易水道（島田地区）
送水施設電気室築造工事 鹿本町津袋地内 相互建設㈱ 10,584,000

12/9 山鹿市薄尾斎場防水改修工事 鍋田地内 環境産業 7,549,200
12/9 山鹿市薄尾斎場空調機改修工事 鍋田地内 ㈱誠工社 山鹿支店 35,856,000
12/24 山鹿隣保館改修工事 熊入町地内 ㈱津留工務店 5,853,600
12/24 豊前街道南線舗装工事 山鹿地内 ㈲中村工務店 14,148,000

入札結果の報告（12 月分）
※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問財務課監理契約室　☎ 43‐ 1118

　
こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
等
（
※
１
）
を
受

給
し
て
い
る
人
は
児
童
扶
養
手
当
（
※
２
）

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
26
年

12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額

よ
り
低
い
場
合
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
※
１
）
公
的
年
金
等
…
遺
族
年
金
、障
害
年

金
、老
齢
年
金
、労
災
年
金
、遺
族
補
償
な
ど
。

（
※
２
）
児
童
扶
養
手
当
…
離
婚
、未
婚
、死

亡
な
ど
に
よ
り
、ひ
と
り
親
家
庭
と
な
っ
た
人

や
、父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障
が
い
（
障
害
年

金
1
級
相
当
）が
あ
る
人
、父
母
に
か
わ
っ
て

児
童
を
養
育
す
る
人
に
支
給
す
る
手
当
で
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
福
祉
課
児

童
家
庭
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相

談
さ
れ
る
時
は
、
本
人
の
身
分
証
明
書
、
印

鑑
、
直
近
の
年
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
年
金

額
改
定
通
知
書
や
年
金
振
込
の
あ
る
通
帳
な

ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

手
当
の
支
給
は
、
申
請
さ
れ
た
月
の
翌
月

分
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
に
申
請
し
た
場
合
は
、
平
成
26

年
12
月
分
の
手
当
か
ら
支
給
し
ま
す
。

問
福
祉
課
児
童
家
庭
係　

☎
43
‐
０
０
５
２

公
的
年
金
と
児
童
扶
養
手
当

を
併
せ
て
受
給
で
き
ま
す

お知
せら

　

口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
や
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
を
受
け
、家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
改

正
さ
れ
、家
畜
・
家
き
ん
の
飼
養
者
は
、飼
養

状
況
お
よ
び
衛
生
管
理
の
状
況
を
毎
年
県
へ

報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
の
①
〜
④
の
小
規
模
所
有
者
も
同
様
に

毎
年
１
回
の
報
告
が
必
要
で
す
が
、
報
告
内

容
は
種
類
と
頭
羽
数
の
み
で
す
。
小
規
模
所

有
者
は
、毎
年
２
月
１
日
時
点
の
飼
養
家
畜
・

家
き
ん
の
種
類
と
頭
羽
数
を
定
期
報
告
書
に

記
入
し
、
２
月
末
ま
で
に
市
役
所
農
業
振
興

課
に
持
参
す
る
か
、
熊
本
県
城
北
家
畜
保
健

衛
生
所
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

小
規
模
所
有
者
と
は
、
次
の
頭
羽
数
の
家

畜
・
家
き
ん
の
所
有
者
の
こ
と
で
す
。

①
牛
・
水
牛
・
馬　

１
頭

②�

鹿
・
め
ん
羊
・
ヤ
ギ
・
豚
（
ミ
ニ
ブ
タ
を

含
む
）・
い
の
し
し　

５
頭
以
下

③�

鶏
・
あ
ひ
る
（
ア
イ
ガ
モ
を
含
む
）・
ウ
ズ

ラ
・
キ
ジ
・
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
・
七
面
鳥　

99

羽
以
下

④
だ
ち
ょ
う　

９
羽
以
下

※�

①
〜
④
の
頭
羽
数
以
上
の
家
畜
・
家
き
ん

の
所
有
者
に
は
、
報
告
様
式
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
速
や
か
に
報
告
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ハ
ト
や
イ
ン
コ
な
ど
の
報
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

報
告
様
式
は
熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生

所
ホ
ー
ム
ペー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問�

熊
本
県
城
北
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
46
‐
２
０
７
５　

N 

46
‐
３
３
３
２

ヤ
ギ
・
い
の
し
し
な
ど
の
飼
養

者
は
定
期
報
告
が
必
要
で
す

お知
せら

冬
は
水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

お知
せら

◦
そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
時
は

　

お
近
く
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
が
ご
不
明
な
と
き
は
、
水

道
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
水
道
局
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

☎
43
‐
１
１
６
１

蛇口が閉まっている
のにパイロットが回っ
ている

水道メーターパイロット
水が流れると回る仕
組みになっています

漏水の可能性があります！
↓
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選挙区/推薦
校区、地区
および推薦団体 氏名 住所

山鹿

米田校区 德
と く な が

永　一
い ち ろ う

郎 長坂

川辺校区 坂
さ か も と

本　照
て る こ

子 鍋田

八幡校区 大
おおばやし

林　誓
ちかお

石

平小城校区 田
た な か

中　春
は る お

雄 平山

三岳校区 下
し も だ

田　幸
さ ち お

夫 寺島

三玉校区 近
こ ん ど う

藤　啓
け い し ん

進 久原

大道校区 中
な か た

田　輝
て る お

雄 藤井

鹿北

岳間校区 黒
く ろ だ

田　哲
て つ お

男 鹿北町椎持

岩野校区 廣
ひ ろ ま つ

松　久
ひ さ き

喜 鹿北町岩野

広見校区 稲
い な ば

葉　和
か ず ひ ろ

弘 鹿北町芋生

菊鹿

内田校区 栗
く り は ら

原　政
ま さ か ず

数 菊鹿町山内

六郷校区 藏
く ら は ら

原　栄
さかえ

菊鹿町阿佐古

城北校区
米
よ ね お か

岡　一
か ず と し

利 菊鹿町米原

大
お お つ か

塚　公
き み ひ で

秀 菊鹿町木野

選
挙
区

選挙区/推薦
校区、地区

および推薦団体 氏名 住所

鹿本

来民校区 中
な か や ま

山　哲
て つ や

也 鹿本町来民

稲田校区 芹
せ り か わ

川　誠
せ い い ち ろ う

一郎 鹿本町庄

中富校区 富
と み た

田　修
おさむ

鹿本町中川

鹿央

千田校区 小
お だ

田　和
か ず あ き

明 鹿央町千田

米野岳校区 木
き の し た

下　敬
け い い ち

一 鹿央町合里

山内校区 平
ひ ら や ま

山　政
ま さ ひ ろ

葊 鹿央町大浦

議会

山鹿地区 阿
あ そ し な

蘇品　幸
ゆ き ひ ろ

博 山鹿

山鹿地区 若
わ か す ぎ

杉　史
ふ み

方保田

鹿北地区 古
ふ る か わ

川　康
や す の ぶ

信 鹿北町四丁

鹿本地区 守
も り か わ

川　千
ち ほ

穂 鹿本町中川

団体

鹿本農業協同組合 古
ふ る か わ

川　哲
て つ ろ う

郎 鹿北町岩野

土地改良区 隈
く ま べ

部　誠
せ い い ち

一 鹿本町中川

共済組合 長
な が さ こ

迫　忠
た だ ひ ろ

弘 蒲生

推
薦

選
挙
区

農業委員改選のお知らせ
農業委員の任期満了に伴い、27 人の新委員が決定しました。
任期は平成 27 年１月 15 日から平成 30 年１月 14 日までの３年間です。

※農業委員をサポートするために各地区に設置していた農業委員会協力員は、１月 14 日付で廃止になりました。

問農業委員会事務局　☎ 43 － 1614

◦�

対
象　

母
子
・
父
子
ま
た
は
両
親
不
在
の

世
帯
で
、
平
成
27
年
度
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
児
童
（
平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成

21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）、
お
よ
び
平
成

26
年
度
に
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
（
平

成
11
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成
12
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

◦�

内
容　

図
書
カ
ー
ド
（
小
学
校
入
学
３
千

円
分
、
中
学
校
卒
業
５
千
円
分
）

◦�

申
請
方
法　

社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所
で

申
請
書
を
受
け
取
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い

◦�

申
込
期
限　

３
月
９
日
㈪

問�

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
☎
43
‐
１
１
３
４

　

鹿
北
支
所　
　
　
　
　

☎
32
‐
２
６
９
６

　

菊
鹿
支
所　
　
　
　
　

☎
48
‐
５
０
６
０

　

鹿
本
支
所　
　
　
　
　

☎
46
‐
２
２
０
６

　

鹿
央
支
所　
　
　
　
　

☎
36
‐
３
８
１
１

ひ
と
り
親
世
帯
等

入
学
卒
業
祝
い

お知
せら

　

２
月
15
日
㈰
に
熊
本
市
内
で
「
熊
本
城
マ

ラ
ソ
ン
２
０
１
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大

会
当
日
は
、
長
時
間
に
わ
た
り
大
規
模
な
交

通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス
沿
線
以
外
の
通
行
可
能
な
道
路
で
も

大
幅
な
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
に
熊
本
市
内
へ
お
出
か
け
の
時

は
、
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
控
え
、
公
共
交
通

機
関
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

交
通
規
制
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
熊

本
城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

kum
am
otojyo-m

arathon.jp/

）
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
６
‐
３
２
８
‐
２
３
７
３

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
に
伴
い

交
通
規
制
が
実
施
さ
れ
ま
す

お知
せら

　

米
粉
を
使
っ
た
パ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
の
ア
イ
デ

ア
を
考
案
し
た
、
鹿
本
農
業
高
校
（
松
本

佳か

な奈
さ
ん
、
竹
下
史ふ

み

か華
さ
ん
、
立
山
聖き

よ

か華
さ

ん
）
の
「
火
の
国
！
わ
っ
て
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
ご
パ
ン
」

と
、
翔
陽
高
校
（
田
中
彩あ

や

か夏
さ
ん
）
の
「
米

粉
の
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
」
が
商
品
に
な
り

ま
し
た
。
水
辺
プ
ラ
ザ
か
も
と
で
好
評
発
売

中
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
グ
ル
メ
情
報
サ
イ
ト
「
ひ
ご
な
び
」

で
は
「
米
粉
甲
子
園
」で
商
品
に
な
っ
た
パ
ン・

ス
イ
ー
ツ
を
紹
介
し
「
選
抜
総
選
挙
」
で
グ

「
く
ま
も
と
米
粉
甲
子
園
」

商
品
が
発
売
開
始
！

お知
せら

ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
す
。
あ
な
た
の
食
べ
た

い
商
品
に
清
き
１
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
熊
本
県
農
産
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
８火の国！わってＭＩＳＯごパン

米粉のサーターアンダギー
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〈 

有
料
広
告 

〉

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

画
面
案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
る

と
、
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定

申
告
書
等
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
確
定
申
告
書
等
は
印
刷
し
て
税

務
署
へ
郵
送
な
ど
で
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
電
子
申
告
等
デ
ー
タ
を
作
成
す

れ
ば
、
電
子
申
告
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
で
確
定

申
告
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

電
子
申
告
の
詳
細
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
開
始
の
た
め

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー

お知
せら

　

司
法
書
士
が
相
続
に
関
し
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
対
処
し
ま
す
。
専
門
家
が
無
料
で

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
税
理
士
に
よ
る
相
続
な
ど
に
関
す

る
税
務
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

◦
日
時　

２
月
７
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所　

山
鹿
隣
保
館（
熊
入
町
62
番
地
１
）

◦�

相
談
内
容　

相
続
に
関
す
る
事
項
全
般

　

�

登
記
に
関
す
る
こ
と
・
遺
言
に
関
す
る
こ

と
・
相
続
人
に
関
す
る
こ
と
・
遺
産
に
関

す
る
こ
と
・
税
金
に
関
す
る
こ
と
な
ど

問�

熊
本
県
司
法
書
士
会
（
宮
本
）

☎
48
‐
２
０
６
２

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」無
料
相
談
会

相談

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
固
定
資
産
税
（
第
４
期
）

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
９
期
）

◦�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
８
期
）

◦�

介
護
保
険
料
（
第
６
期
）

◦�

納
期
限　

３
月
２
日
㈪

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）　

２
月
25
日
㈬
〜
27
日
㈮

　

午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　

２
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所　

税
務
課

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎
43
‐
１
１
４
４

の
手
続
き
、ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ
ト
、確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
に
、電
話
で
対
応
す
る
専
門
窓
口
を
設

置
し
て
い
ま
す
。（
税
務
相
談
な
ど
を
除
く
）

ｅ
‐
Ｔ
ａｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０
‐
01
‐
５
９
０
１

問�

山
鹿
税
務
署　
　
　
　

☎
44
‐
２
１
８
１

　

特
定
テ
ー
マ
で
労
働
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
に
は
社
会
保
険
労
務
士
が
応
対
し
ま
す
。

◦��

日
時
・
相
談
内
容

　
２
月
４
日
㈬　

午
後
１
時
〜
４
時

　
「�

未
払
い
賃
金（
未
払
い
残
業
代
）に
つ
い
て
」

労
働
相
談
を
実
施
し
ま
す

相談

　
２
月
18
日
㈬　

午
後
１
時
〜
４
時

　

�「
解
雇
、
退
職
勧
奨
・
退
職
、
雇
い
止
め
に

つ
い
て
」

◦�

相
談
電
話
番
号

☎
０
９
６
‐
３
５
２
‐
３
６
１
３

※
電
話
ま
た
は
面
接
で
相
談
で
き
ま
す
。

問
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
５
２
‐
３
６
１
３

◦�

入
学
資
格　

県
内
在
住
で
学
習
意
欲
の
あ

る
60
歳
以
上
の
人

◦�

募
集
人
員　

熊
本
校
１
０
０
人
、
八
代
校

80
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

◦�

募
集
期
間　

２
月
２
日
㈪
〜
３
月
２
日
㈪

◦�

講
座
内
容　
「
い
つ
ま
で
も
健
康
、
元
気

が
い
ち
ば
ん
」な
ど
年
間
40
回
程
度
、テ
ー

マ
は
毎
回
異
な
り
ま
す

◦�

開
催
日
時　

熊
本
校
毎
週
木
曜
日
、
八
代

校
毎
週
火
曜
日　

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

◦�

受
講
期
間　

平
成
27
年
４
月
〜
平
成
28
年

３
月

◦�

会
場　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
熊

本
校
）、
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

（
八
代
校
）

◦�
受
講
料
な
ど　

入
学
金
５
千
円
、
受
講
料

１
万
５
千
円
（
入
学
時
に
一
括
納
入
）

◦�

申
し
込
み
方
法　

山
鹿
市
役
所
福
祉
課
、

教
育
委
員
会
に
置
い
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問�

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
　
　
　

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集

募集
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山鹿の英語教室

あなたの子どもは英語を楽しみ、国際的な経歴を夢見ていますか。
あなたは自分の子どもの未来に、もっと良い仕事の機会を与えてあげたいと思いますか。
自分の子どもに、英語が小学校３年生から公式な言葉になるときのためにも準備してほし
いと思っていますか。

４月からの新規生徒募集中。対象は年少さんから英語を
熱心に学びたい大人まで。
☎０８０－３８８６－４７８０

代表　トラン愛子
詳しくはホームページをご覧ください。
http://language-kitchen.com/

英語大好きな子集まれ～

〈 

有
料
広
告 

〉

【
①
社
会
教
育
指
導
員
】

◦�

職
務
内
容　

社
会
教
育
に
関
す
る
事
務
等

◦�

勤
務
場
所　

社
会
教
育
課

◦�

応
募
要
件　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

人
、
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人
、
原

則
と
し
て
満
65
歳
以
下
の
人
（
平
成
27
年

4
月
1
日
現
在
）

【
②
図
書
館
長
】

◦�

職
務
内
容　

市
立
２
図
書
館
の
運
営
管
理

お
よ
び
職
員
の
指
導
・
監
理
な
ど

◦�

勤
務
場
所　

こ
も
れ
び
図
書
館
、
ひ
だ
ま

り
図
書
館

◦�

応
募
要
件　

図
書
館
の
概
要
に
関
す
る
知

識
を
有
す
る
人
（
図
書
館
勤
務
の
経
験
な

ど
）、パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人
、
普
通

自
動
車
免
許
を
有
す
る
人
、
原
則
と
し
て

満
65
歳
以
下
の
人
（
平
成
27
年
4
月
1
日

現
在
）

①
②
共
通

◦�

任
用
期
間　

�

平
成
27
年
４
月
1
日
〜
平
成

28
年
3
月
31
日

◦�

勤
務
時
間　

週
4
日
程
度

◦�

募
集
人
員　

各
１
人
程
度

◦�

募
集
期
間　

２
月
３
日
㈫
〜
20
日
㈮

　
（
平
日
の
午
前
8
時
半
〜
午
後
5
時
）

◦�

申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
社
会
教
育
課
に
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場

合
は
、
２
月
20
日
㈮
ま
で
に
必
着
）

問�

社
会
教
育
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
６
５
１

募集

【
読
書
活
動
推
進
の
た
め
の
事
務
補
助
】

◦�

職
務
内
容　

小
中
学
校
図
書
室
内
の
環
境

整
備
、
図
書
貸
し
出
し
な
ど

◦�

勤
務
場
所　

市
立
小
中
学
校
を
巡
回

◦�

応
募
要
件　

資
格
は
問
い
ま
せ
ん

◦
任
用
期
間　

�

平
成
27
年
４
月
１
日
～
平
成

28
年
３
月
31
日

◦�

勤
務
時
間　

週
29
時
間
以
内

◦�

保
険
な
ど　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇

用
保
険
、災
害
補
償
制
度
（
労
災
保
険
等
）

◦
募
集
期
限　
２
月
20
日
㈮

◦�
申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
教
育
総
務
課
に
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場

合
は
、
２
月
20
日
㈮
ま
で
に
必
着
）

※�

司
書
資
格
ま
た
は
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

は
証
明
書
類
の
写
し
を
添
付
。

※�

２
月
24
日
㈫
・
25
日
㈬
に
面
接
、
２
月
28

日
㈯
に
採
用
者
を
決
定
予
定
。

問
教
育
総
務
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
３
９
１

【
①
情
報
処
理
員
】

◦�

応
募
要
件　

高
卒
程
度
で
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
操
作
が
で
き
る
人

【
②
介
護
支
援
専
門
員
】

◦�

職
務
内
容　

総
合
相
談
業
務
、
介
護
予
防

事
業
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
、
要
介
護

認
定
調
査

【
③
看
護
師
】

◦�

職
務
内
容　

総
合
相
談
業
務
、
介
護
予
防

事
業
、
要
介
護
認
定
調
査

【
④
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
】

◦�

職
務
内
容　

介
護
予
防
事
業

【
⑤
保
健
師
】

◦�

職
務
内
容　

総
合
相
談
業
務
、
介
護
予
防

事
業
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

①
〜
⑤
共
通

◦�

任
用
期
間　

�

平
成
27
年
４
月
1
日
〜
平
成

28
年
3
月
31
日

◦�

勤
務
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
45
分
（
週
29
時
間
以
内
）

◦�

募
集
期
間　

２
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

◦�

申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
長
寿
支
援
課
に
持
参
す

る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
場

合
は
、
２
月
13
日
㈮
ま
で
に
必
着
）

※
２
月
下
旬
に
面
接
試
験
予
定
。

問�

長
寿
支
援
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
８
０

平
成
27
年
度　

非
常
勤
職
員
募
集
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〈 

有
料
広
告 

〉
無料墓地

日輪寺に新たに檀家入りされますと
、墓地（1.8ｍ×1.8ｍ）を無料にて
ご提供いたします（委細面談の上）
※お申し込み多数の場合は抽選になります。

熊本県知事許可（般ー22）第12675号

　

将
来
、
山
鹿
市
内
の
医
療
機
関
や
事
業
所

な
ど
で
、
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
と
し
て

勤
務
し
よ
う
と
す
る
人
に
対
し
、
そ
の
修
学

に
必
要
な
資
金
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、

医
療
機
関
な
ど
の
看
護
師
等
を
確
保
し
、
地

域
住
民
の
健
康
の
維
持
お
よ
び
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◦�

対
象　

次
の
ど
れ
に
も
該
当
す
る
人

・�

看
護
師
、准
看
護
師
の
養
成
施
設
に
入
学
を

山
鹿
市
看
護
師
等
修
学
資
金

貸
与
者
を
募
集
し
ま
す

募集

◦�

応
募
資
格　

保
育
士
資
格
、幼
稚
園
教
諭

免
許
、調
理
師
免
許
を
取
得
（
平
成
27
年

３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
）し
て
い
る
人
で
、平
成
27
年
４
月
１
日

か
ら
勤
務
で
き
る
人

◦�

任
用
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

（
更
新
で
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
）

◦�

勤
務
時
間　

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15

分
（
勤
務
場
所
に
よ
っ
て
時
差
出
勤
が
あ

り
ま
す
）

◦�

勤
務
場
所　

公
立
保
育
園
・
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
（
保
育
士
・
調
理
師
）、

公
立
幼
稚
園
（
幼
稚
園
教
諭
）

◦�

賃
金　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭　

７
、

１
０
０
円
〜
７
、８
０
０
円
（
日
給
）、
調

理
師　

６
、３
０
０
円
（
日
給
）

◦�

保
険
な
ど　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇

用
保
険
、災
害
補
償
制
度
（
労
災
保
険
等
）

◦�

登
録
申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
子
ど
も
課
に
持
参

す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

◦�

募
集
期
限　
２
月
27
日
㈮

問
子
ど
も
課　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
１
４

臨
時
職
員
（
保
育
士
・
幼
稚

園
教
諭
・
調
理
師
）
募
集

募集
◦�

業
務
内
容　

一
般
廃
棄
物
処
理
実
績
な
ど

の
デ
ー
タ
入
力
、
財
務
・
会
計
伝
票
な
ど

の
整
理
、
そ
の
他
関
係
す
る
必
要
な
業
務

◦�

応
募
資
格　
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル

な
ど
）の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る
人
、普

山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務
組
合

臨
時
職
員
（
一
般
事
務
）募
集

募集

通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

◦�

任
用
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　
（
更
新
で
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
）

◦�

勤
務
場
所　

山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務
組

合
事
務
局
（
山
鹿
消
防
署
２
階
）

◦�

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

◦�

賃
金　

５
、７
０
０
円
（
日
額
）

◦�

募
集
人
員　

１
人

◦
募
集
期
限　
３
月
16
日
㈪

◦�

申
し
込
み
方
法　

写
真
を
貼
り
付
け
た
履

歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
山
鹿
植
木

広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
に
持
参
す
る

か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
持
参
の
場
合

は
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
5
時
。
郵
送

の
場
合
は
３
月
16
日
㈪
午
後
５
時
ま
で
に

必
着
）

　
【
住
所
】
〒
８
６
１
‐
０
５
３
５

　
　
　
　

  

山
鹿
市
南
島
１
２
７
０
番
地
１

　
　
　
　

  

山
鹿
消
防
署
２
階

問
山
鹿
植
木
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
９
５

予
定
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
人
。

・�

将
来
、山
鹿
市
内
の
医
療
機
関
な
ど
で
看
護

師
等
と
し
て
勤
務
し
よ
う
と
す
る
人
。

・�

他
の
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い

人
。※
た
だ
し
、県
看
護
師
等
修
学
資
金
貸

与
制
度
は
併
用
で
き
ま
す
。

◦�

修
学
資
金

・
看
護
師
（
国
公
立
）　

月
額
３
万
５
千
円

・
看
護
師
（
私
立
）　

月
額
４
万
円

・
准
看
護
師
（
国
公
立
）　

月
額
１
万
５
千
円

・
准
看
護
師
（
私
立
）　

月
額
２
万
１
千
円

◦�

貸
与
期
間　

貸
与
決
定
日
の
属
す
る
年
度

の
４
月
か
ら
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
と

し
、
そ
の
期
間
を
養
成
施
設
の
修
学
年
数

と
す
る
。
た
だ
し
、
心
身
障
が
い
な
ど

に
よ
り
修
学
を
継
続
で
き
な
い
場
合
は
、

内
容
を
調
査
お
よ
び
協
議
し
決
定
す
る
。

（
48
カ
月
を
限
度
と
す
る
）

◦�

返
還
免
除　

看
護
師
等
の
免
許
取
得
後
、

貸
与
を
受
け
た
期
間
の
１
・
５
倍
の
期
間
、

山
鹿
市
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
勤
務
す
る

こ
と
。

◦�

募
集
人
員　

３
人
程
度

◦�

募
集
期
間　

３
月
２
日
㈪
〜
３
月
31
日
㈫

◦�

申
し
込
み
方
法　

申
請
書
を
健
康
増
進
課

へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
書
は
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
健
康

増
進
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、山
鹿
市
ホ
ー

ム
ペー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
【
住
所
】
〒
８
６
１
‐
０
５
３
１

　
　
　
　

  
山
鹿
市
中
５
７
８
番
地

問
健
康
増
進
課　
　
　
　

☎
43
‐
０
０
５
０
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☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎２ /２、３、４、５、６　５日間開催　

◎午前９時～午後６時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

〈 

有
料
広
告 

〉

◦�

日
時　

２
月
７
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
半

◦�

対
象　
が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族

◦�

場
所　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

◦��

内
容　

①
コ
ン
サ
ー
ト
（
ラ
イ
ア
ー
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、
ウ
ク
レ
レ
な
ど
）

　

演
奏　

か
お
ん
ひ
ゃ
ら
ん

　

②
交
流
会

◦�

参
加
費　

無
料

問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
（
福
島
、村
上
）

☎
44
‐
２
１
８
５

が
ん
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す

催し

◦�

日
時　

２
月
11
日
㈷
午
前
９
時
受
け
付
け

　

９
時
45
分
出
発
式
（
雨
天
中
止
）

◦�

集
合
場
所　

鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�

行
程　

鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー
→
豊
前
街
道

→
春
間
橋
→
双
子
塚
古
墳
→
岩
原
八
幡
宮

→
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー
（
約
８
・
５
㎞
）

※�

参
加
料
は
無
料
で
、
事
前
の
参
加
申
し
込

み
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

第
44
回
健
康
つ
く
り
歩
け
！

あ
る
け
！
大
会
参
加
者
募
集

催し
◦�

日
時　

２
月
22
日
㈰　

午
前
８
時
半
受
け

付
け
、
午
前
９
時
開
会

◦�

場
所　

岩
原
古
墳
群
内
（
県
立
装
飾
古
墳

館
そ
ば
）

◦�

参
加
資
格　

熊
本
県
内
の
小
学
生

◦�
参
加
費　

無
料

◦�
種
目　

①
低
学
年
の
部
（
３
年
生
以
下
）

６
０
０
ｍ
×
４
人
②
高
学
年
の
部
（
４
年

生
以
上
）
１
、０
０
０
ｍ
×
４
人

◦�

申
込
期
限　

２
月
６
日
㈮

※
昼
食
に
豚
汁
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

問�

肥
後
古
代
の
森
協
議
会
山
鹿
市
事
務
局

（
山
鹿
市
立
博
物
館
内
）☎
43
‐
１
１
４
５

　

�

双
子
塚
一
周
リ
レ
ー
大
会
受
付
係
（
鹿
央

市
民
セ
ン
タ
ー
内
）　

 

☎
36
‐
３
１
１
１

肥
後
古
代
の
森
第
22
回

双
子
塚
一
周
リ
レ
ー
大
会

催し

　

訓
練
は
も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
就
職

に
結
び
つ
き
や
す
い
内
容
で
す
。

◦�

募
集
科
・
募
集
人
員

①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
科
（
18
人
）
②
金
属
加

工
科
（
15
人
）
③
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

（
18
人
）

◦�

募
集
期
間　

２
月
２
日
㈪
〜
26
日
㈭

◦�

訓
練
説
明
会　

２
月
12
日
㈭
午
前
９
時
半

～
午
後
３
時
半

◦�

筆
記
試
験
・
面
接
日　

３
月
６
日
㈮

◦
入
所
日　

４
月
３
日
㈮

◦�

訓
練
期
間　

６
カ
月

◦�

必
要
経
費　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

公
共
職
業
訓
練
平
成
27
年
度

４
月
期
生
募
集

募集

◦�

期
日　

２
月
21
日
㈯
〜
22
日
㈰

◦�

場
所　
四
季
の
里
旭
志
お
よ
び
菊
池
市
周
辺

◦��

内
容　

歴
史
探
訪
ウ
ォ
ー
ク
を
し
た
後
、

和
菓
子
作
り
か
イ
チ
ゴ
狩
り
を
体
験
。
四

季
の
里
旭
志
で
夕
食
・
宿
泊
。
軽
ト
ラ
朝

市
で
買
い
物
体
験
を
行
い
ま
す
。

◦�

参
加
費　

小
学
生
以
上　

４
、６
０
０
円
、

未
就
学
児　

１
、３
０
０
円

◦�

対
象　

家
族
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
10
組
程
度

◦�

申
込
期
間　

２
月
６
日
㈮
〜
13
日
㈮

問
菊
池
少
年
自
然
の
家

☎
０
９
６
８
‐
27
‐
０
０
６
６

“
湯
”
っ
た
り
き
く
ち
旅
物
語

参
加
者
募
集

催し
※�

昼
食
に
豚
汁
を
用
意
し
ま
す
。
お
に
ぎ
り

や
水
筒
・
タ
オ
ル
を
ご
持
参
に
な
り
、
歩

き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問�

鹿
央
地
区
公
民
館　
　

☎
36
‐
２
１
８
３

◦�

申
込
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　

☎
０
９
６
８
‐
24
‐
８
６
０
９

問�

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８
‐
62
‐
０
１
７
９

　

平
成
27
年
10
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て

実
施
さ
れ
る
「
平
成
27
年
国
勢
調
査
」
で
、

調
査
票
の
配
布
・
回
収
な
ど
の
調
査
員
業
務

に
従
事
す
る
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
調
査
実
施
期
間
中
は
非
常
勤

の
地
方
公
務
員
で
あ
り
、
そ
の
業
務
に
応
じ

た
報
酬
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
に
は
、
20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
、
調

査
員
業
務
お
よ
び
秘
密
保
持
に
責
任
が
持
て

る
こ
と
な
ど
の
必
要
な
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
統
計
係　
　
　

☎
43
‐
１
１
１
７

平
成
27
年
国
勢
調
査

調
査
員
を
募
集
し
ま
す

募集
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〈 

有
料
広
告 

〉

２月

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、八千
　代座までどうぞ　問☎ 44 ‐ 4004

開催日 行　事　名 時間 料金

１日㈰ 八千代座・冬の映写会７ 日中 有料

６日㈮
第16回青年の集い in 山鹿大会「調和」
〜歴史と文化を感じる湯の町やまが〜 午後 無料

山鹿風情物語 夜間 有料

７日㈯ 山鹿風情物語−第１幕・第２幕− 夜間 有料

13 日㈮ 山鹿風情物語 夜間 有料

14 日㈯ 山鹿風情物語−第１幕・第２幕− 夜間 有料

15 日㈰ 伝統の喜劇文化「劇団 肥後仁○伽」午後 有料

20 日㈮ 山鹿風情物語 夜間 有料

21 日㈯ 山鹿風情物語−第１幕・第２幕− 夜間 有料

24 日㈫ 劇団仲間「空の村号」 夜間 有料

27 日㈮ 山鹿風情物語 夜間 有料

28 日㈯ 山鹿風情物語−第１幕・第２幕− 夜間 有料

２月のさくら湯休館日

２月 18 日 ㈬ （第３水曜日）

メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
邪や

ま

た

い

こ

く

馬
台
国
の
時
代
、句く

な

こ

く

奴
国

と
肥
後
」

第
３
回

◦�

期
日　

�

２
月
７
日
㈯

◦�

内
容　

南
北
市し

て

き糴
～
列
島
内
外
交
流
～

◦�

講
師　

装
飾
古
墳
館
主
任
学
芸
員　

福
田

匡ま
さ
あ
き朗

第
４
回

◦�

期
日　

�

２
月
21
日
㈯

◦�

内
容　

あ
の
頃
の
ク
ニ
の
か
た
ち
～

新し
ん
み
ど
う

御
堂
遺
跡
と
小お

の

ざ

き

野
崎
遺
跡
～

◦�
講
師　

熊
本
市
教
育
委
員
会　

清
田
純じ

ゅ
ん
い
ち一、

開
講
！ 

古
墳
館
集
中
講
座

催し

　

鹿
角
に
、
装
飾
古
墳
で
み
ら
れ
る
文
様
が

掘
ら
れ
て
い
た
！
古
代
の
鹿
角
製
品
と
装
飾

古
墳
の
関
わ
り
に
つ
い
て
展
示
し
ま
す
！

◦�

開
催
期
間　

５
月
10
日
㈰
ま
で

◦�

入
館
時
間　

午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時
45

分
◦�

場
所　

県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

入
館
料　

大
人　

４
２
０
円
、
高
校
生
以

下
と
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人　

無
料

問
県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎
36
‐
２
１
５
１

鹿ろ
っ
か
く角
製
品
が
語
る
装
飾
古
墳
展

催し

菊
池
市
教
育
委
員
会　

高
見
淳じ

ゅ
ん

◦�

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

◦�

場
所　

県
立
装
飾
古
墳
館

◦�

定
員　

各
１
０
０
人

◦�

受
講
料　

無
料
（
要
事
前
申
し
込
み
）

問
県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎
36
‐
２
１
５
１

◦�

日
時　

�

２
月
28
日
㈯

　
（
山
鹿
灯
籠
浪
漫
百
華
百
彩
最
終
日
）

　
　
　
　

午
前
６
時
〜
午
前
０
時

◦�

場
所　

さ
く
ら
湯

◦�

内
容　

昨
年
実
施
し
大
好
評
だ
っ
た
、
山

鹿
市
の
特
産
品
〝
き
ん
か
ん
〟
の
Ｐ
Ｒ
を

兼
ね
た
「
き
ん
か
ん
湯
」
を
開
催
し
ま
す
。

１
日
限
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
さ
く
ら
湯　
　
　
　
　

☎
43
‐
３
３
２
６

「
き
ん
か
ん
湯
」
で

温
ま
り
ま
せ
ん
か

催し

さくら湯浴室内
レトロ広告看板（有料）募集！
　昔のさくら湯内にも設置されていた
広告看板。その雰囲気を再現するため、
広告を募集します。（２月 28日㈯まで）

問地域振興公社　☎ 43‐ 0111
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おうちのお掃除ぶらん

ゴミのことならお任せ！
・家庭ゴミ  ・事業所ゴミ
・引っ越しゴミ　など

検索
〒861-0533
山鹿市古閑1075-3

株式会社 クラッシーサポート

CLASSY
上質な暮らしをサポート

お掃除の
ことならお任せ !
ハウスクリーニング
オフィスクリーニング
・キッチン・換気扇・エアコン

お見積もり無料
お気軽にご相談下さい

０１２０－４３３－８８２
０９６８－４３－０５３３ゴミ直通

HP:

一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第795号
産業廃棄物収集運搬業第04300179185号

〈 

有
料
広
告 

〉

仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①言語聴覚士　21万５千円
②理学療法士　20 万円〜
③介護福祉士　15 万円〜
④診療情報管理士　14 万9,300 円〜
⑤法律・一般事務　16 万４千円〜
⑥登録販売員　17 万５千円〜
⑦販売店管理員　19 万 2,500 円〜
⑧美容師　21万円〜
⑨浄化槽清掃作業　17 万円
⑩農業用機械修理工　14 万６千円〜
⑪現場代理人　25万３千円〜
⑫タクシー乗務員　11 万 3,736 円〜
⑬１級・２級土木施工管理技士

　25 万円〜
Yパート
①正・准看護師　時給千円〜
②登録ヘルパー　時給 1,100 円
③保育士　時給900 円
④マッサージ師　時給 1,500 円
⑤販売スタッフ　時給 750 円〜
⑥人員調査係　時給710 円〜
⑦新聞配達スタッフ　時給 900 円〜
⑧建物の設備管理業務　時給740円
※�詳細は、ご来室・ご相談ください。
なお、すでに採用済みの場合もあ
ります。
問�山鹿市地域職業相談室
　☎43‐1724

相談は無料で、秘密は固く守ります。
税務相談

◦日時　２月 12 日㈭
　　　　午後 1時半〜 4時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ 32 ‐ 3111

年金出張相談
◦�日時　２月４日㈬・12 日㈭
　　　　20 日㈮・25 日㈬
　　　　午前 10 時〜午後３時
　　　　（正午〜午後１時を除く）
◦場所　市役所会議室
※事前に予約をお願いします。
問国保年金課　☎ 43 ‐ 1576

精神保健相談
　嘱託医による相談です。
◦日時　２月 12 日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ 44 ‐ 4121

障がい者・児相談
◦日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問福祉課障がい福祉係☎ 43 ‐ 0052

認知症に関する相談
◦日時　２月 25 日㈬
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ 43 ‐ 1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　　午前８時半〜午後５時 15 分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43‐1579

社会保険労務士労働相談
◦日時　２月10日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所２階商工観光課
問商工観光課　☎ 43 ‐ 1579

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談すること
ができます。
相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談
　午前 9時〜正午
◦司法書士相談、法律相談
　午前 10 時〜正午
※�司法書士相談、法律相談は事前予
約が必要です。

【山鹿】
　①一般相談　２月６日㈮
　②�司法書士相談 （成年後見・多重債

務・登記関係） ２月20日㈮要予約
�　③法律相談　２月 27 日㈮要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43 ‐ 1134
【鹿北】
　①一般相談　２月５日㈭
　②司法書士相談（登記関係）
　２月 26 日㈭要予約
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32 ‐ 2696
【菊鹿】
　①一般相談　２月４日㈬
　②法律相談　２月 25 日㈬要予約
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ 48 ‐ 5060
【鹿本】
　①一般相談　２月３日㈫
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46 ‐ 2206
【鹿央】
　①一般相談　２月２日㈪
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36 ‐ 3811
問社会福祉協議会本所  ☎ 43 ‐ 1134

アルコール依存症相談
◦日時　２月19日㈭
◦場所　山鹿健康福祉センター
　　　　午後３時〜５時
　鹿本市民センター　午後７時〜９時
◦主催　断酒友の会
問福祉課障がい福祉係☎ 43 ‐ 0052

定例相談
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＊都合で変更になる場合があります。(鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

２
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

１日㈰幸村医院／たなか眼科医院 岩下薬局／かおうまち薬局

８日㈰山鹿中央病院／後藤整形外科医院 岩下薬局

11 日㈷大坪内科呼吸器科医院／前原耳鼻咽喉科医院 岩下薬局／江上薬局グリーンファーマシイ
まつ薬局

15 日㈰坂本医院／大坂整形外科医院 岩下薬局／ハニー薬局

22 日㈰三森循環器科呼吸器科病院 いちご薬局

３月 12 日は熊本県営業部長「くまモン」の誕生日です。山鹿市でもくまモン誕生祭を開催します。
くまモンが山鹿市街地をジャーック♪くまモンの誕生日をみんなでお祝いしましょう！

【日時】３月 13 日㈮　第１部公演　午後５時～、第２部公演　午後７時半～（各 60 分間程度）
【場所】八千代座　 【入場】無料
【内容】�①オープニング　（山鹿少年少女合唱団の歌声に合わせ、くまモンが踊ります）
　　 　 ②くまモンムービー映写会　（山鹿公演でしか見れないムービーが放映されます）
　　 　 ③山鹿灯籠踊り披露　（山鹿灯籠踊りにくまモンがチャレンジします）
　　 　④お楽しみ抽選会
　　　 ⑤くまモン関連グッズや山鹿特産品の販売
※事前申し込みが必要です（申込者多数の場合は抽選）

山鹿温泉のシンボル“さくら湯”をくまモンが掃除し
ます。エプロン姿で掃除をするくまモンを応援してく
ださい。

【日時】①３月 13 日㈮　午後９時半～（30 分間程度）
　　　 ②３月 14 日㈯　午前８時～（30 分間程度）

【場所】山鹿温泉　さくら湯外側周辺
※�見学自由（ただし、混雑時は入

場整理をする場合があります）
さくら湯にくまモン（オブジェ）が出現します。
※見学はさくら湯への入湯券が必要です。

【期間】３月７日㈯〜 17 日㈫

八千代座、灯籠民芸館、さくら湯など観光名所を巡る
ツアーを実施します。途中でくまモンも出没します。

【日時】３月 14 日㈯　午前９時〜（２時間程度）
【集合場所】さくら湯
【参加費】700 円（税込）
※事前申し込みが必要です（申込者多数の場合は抽選）

くまモンの八千代座公演

さくら湯に感謝してお掃除す
るモン

くまモンが出没する豊前街道
ツアー

くまモン湯

くまモン誕生祭
やまがin

【応募方法】官製はがきに、希望の応募コースを１つ（①くまモンの八千代座公演　第１部公演、②くまモン
の八千代座公演　第２部公演、③くまモンが出没する豊前街道ツアー）・郵便番号・住所・氏名（フリガナ）・
電話番号・年齢・同伴者氏名を明記し、下記宛先までご応募ください。※応募資格は山鹿市に住所がある 18
歳以上の人に限ります。（同伴者は１人までとし、その年齢や住所は問いません）
※同じ人が同じコースに複数枚応募されても、２枚目以降は無効となります。

【応募宛先】〒 861-0592 山鹿市役所商工観光課内　くまモン誕生祭 in やまが実行委員会（住所記載は不要）
【応募締切】2 月 20 日㈮（当日消印有効）
【結果発表】当選者へのみ当選通知書を郵送します。( ３月２日㈪発送予定 )

【問い合わせ先】商工観光課内 くまモン誕生祭 in やまが実行委員会　☎ 43 － 1579

ⓒ2010 熊本県くまモン
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◦普段から心がけていることは何ですか？
　・朝起きたら、一度外の空気を吸って一日の計画を立てること
　・おいしくご飯が食べられるように、歯のメンテナンスをすること
　・肉・魚・野菜をバランスよく食べること
　・手足を動かす運動をしてから眠ること
　・自分で食材を選び料理をすること
　・ストレスをためない

介護予防サポーター養成講座の受講生を募集します！
　介護予防拠点などで活躍する介護予防サポーターの養成講座を開催します。

◦養成講座プログラム
　①初級（3時間）：介護予防の基礎知識
　②中級（6時間）：介護予防ファイルの学習、タオル体操や健康体操などの実技
　③上級（3時間）：�山鹿市の介護保険の現状と事業について説明、 体力測定や血圧測定

などの実技

コース 初級 中級① 中級② 上級
開催日 ３月 ６日㈮ ３月 13 日㈮ ３月 20 日㈮ ３月 27 日㈮

◦時間　午後１時半〜４時半
◦場所　やまが元気倶楽部 （温泉プラザ３階）
◦申し込み・問い合わせ先　やまが元気倶楽部　☎ 36‐ 9238

◦日程

山鹿のお達者モン

　山鹿市の介護予防事業や各圏域の介護予防拠点、サロンなどで活躍されている介
護予防サポーターの交流会を、12 月 19 日に山鹿健康福祉センターで開催しました。
約 30 人のサポーターが参加されました。
　自らの介護予防を目的に、健康生活のための栄養摂取の
コツや運動の効果についての講話や、簡単な筋力テストな
どを行いました。
　お互いの意見を述べ合うグループワークの時間では「介
護予防サポーターになって、自分や家族の健康づくりについ
て考えるきっかけになった」「地域の人が元気になる姿を見
ると自分も元気をもらえる」などの意見が出されました。

介護予防サポーター交流会を開催しました

井上マス子さん（89）

井上さんからのメッセージ
　子どもの時から外でよく遊
び、丈夫な体が作られたのだろ
うと思い、親にも感謝していま
す。いろいろな方に声をかけて
いただきありがたいです。
　今後も、病気をせず、自分らし
い生活を続けたいです。

◦楽しみは何ですか？
　・畑の野菜や花の成長を見ること
　・ご近所の人と立ち話をすること



山鹿市地域包括支援センターだより
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　「生活支援サポーター（有償ボランティア）」は、皆さんが住み慣れた地域で安心して暮らすこ
とができるよう、主に高齢者の買い物・見守り・ゴミ出しなどの支援活動を行う人です。
　住みよい地域づくりのお手伝いをしてみませんか。皆さんの参加をお待ちしています。

③体を動かすことを習慣づける
　�　手軽に始めやすい運動習慣で広く周知されてい
るものとして、ウォーキングがあげられます。ダ
イエット効果、骨

こつ そ し ょ う し ょ う

粗鬆症防止、ストレスの解消、
認知症予防、長生き効果などさまざまな効果が期
待されます。
　�　ウォーキング以外にも、短時間の適切な体操や
ストレッチなどでも効果を発揮しやすくなります。

①健康診断を受ける
　�　一年に一度は健康診断を受け、自分の体と向き合うことが大切です。また、病気の早
期発見・早期治療につながりやすくなります。

　ロコモティブシンドローム（運動器症候群）の略称です。運動器の障がいによって移動能力が
低下した状態で、進行すると介護が必要になるリスクが高くなります。

◆ロコモって、なに！？

　変形性関節症・骨
こつそ し ょ う し ょ う

粗鬆症に伴う円背・変形性脊
せ き つ い

椎症・脊
せきちゅうかんきょうさくしょう

柱管狭窄症などの運動器の病気や、
筋力低下バランス能力低下などの運動機能低下があげられます。

◆ロコモの原因

◆10年後も健康な体を維持するために、自分でできること

「ロコモ」をご存知ですか！？

　山鹿市では、健康づくり・介護
予防のためのさまざまなプログラ
ムや出前講座を準備しています。
　お気軽に山鹿市地域包括支援セ
ンター（☎ 43 ‐ 1077）へお問
い合わせください。

②生活習慣を見つめ直す
　�　介護や介助が必要になる原因の多くは、生活習慣病を適切にコントロールすることに
よって予防が可能となります。何らかの病気の人は、主治医の指示のもと、適切な病気
のコントロールをしながら生活習慣を見つめ直すことも重要なポイントです。

期日 時間 場所 内容
開講式

２月 23 日㈪
午前 10 時〜

午後４時 山鹿健康福祉センター ・地域福祉について
・高齢者の現状および福祉サービスの基本視点について

３月３日㈫ 午前９時半〜
午後３時半 山鹿健康福祉センター ・コミュニケーションおよび傾聴について

・認知症の方の対応について

３月９日㈪ 午前 10 時〜
午後４時 鹿央地域福祉センター ・介護の基礎知識について

閉講式
３月 16 日㈪

午前 10 時〜
午後４時 山鹿健康福祉センター

・悪徳商法について
・山鹿市における介護予防事業の取り組みについて
・グループワーク　・事業説明

◦申し込み締め切り　２月 13 日㈮
◦申し込み・問い合わせ先　社会福祉法人 山鹿市社会福祉協議会　☎ 43 ‐ 1134

◦日程

生活支援サポーター養成講座を開催します

※時間や場所は変更になる場合があります。



山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QRコード
＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取
り決めによる漢字を使用しています（秘書企画課）

■人の動き
人口 53 人減りました 54,860 人
男性 31 人減りました 25,856 人
女性 22 人減りました 29,004 人
世帯数 2 世帯増えました 21,465 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,520 人
15歳〜64歳 55.0 ％ 30,181 人
65歳〜 33.1 ％ 18,159 人

12 月末現在 ( 増減は前月末比 )
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応募時に３歳以下のお子さんを
紹介するコーナーです

すくすく倶楽部へ掲載を希望する人は、写真（データ
も可）とメッセージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山
鹿市役所秘書企画課へ郵送するか持参してください。
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♡メッセージ
おじいちゃん、おばあ
ちゃん、いつもありが
とう。また遊んでね！

（H24.1.25 生まれ）
広（鹿央）

    きむら　 　  ゆの

木村　悠乃ちゃん
♡メッセージ
みひろ姉ちゃん、こひろ姉
ちゃん、ゆうしん兄ちゃん
大好き！これからもいっぱ
い遊んでね。

（H25.10.24 生まれ）
川端町（山鹿）
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